
会長及び副会長の選出について 

 今後の会議運営に支障をきたすことから、会長及び副会長の選出について、書面決議

とさせていただきたいと思います。 

（参考）条例、要綱による会長・副会長の選出に係る内容 

条例・要綱 会長・副会長専任に係る内容 

鳥取市社会教育委員条例 特に記載なし 

鳥取市公民館条例 第１２条第２項 会長及び副会長は、委員の互選によ

りこれを定める。 

鳥取市生涯学習推進協議会設

置要綱 

第５条 協議会に会長および副会長を置き、委員の互

選により定める。 

 社会教育委員には、条例上会長・副会長の規定はありませんが、会の円滑な運営を図

るため、３つの委員を兼務した社会教育委員会議会長・副会長として選任していただく

こととしております。 

 今回の書面開催に当たり、事務局（生涯学習・スポーツ課）より、下記委員を会長・

副会長に選出することを提案します。 

 氏 名 委員選出機関等 委員区分 

会 長 竹内  潔 鳥取大学 学識経験者 

副会長 山根 一記 鳥取市公民館連合会 社会教育関係者 

（提案理由） 

 両委員は、前任期中も会長・副会長を務めていただいており、これまで本会議で協議

されてきた様々な社会教育関連施策の内容を熟知しておられ、継続して就任していただ

くのが望ましいと考えます。 

（書面審議について） 

 審議結果につきましては、「審議結果回答書」にご記入のうえ、同封の返信用封筒によ

り（本通知をメール受信された方はメールにより）、８月２７日（金）までに当課へご返

送いただきますようお願いします。 
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令和３年度第１回鳥取市社会教育委員会議・公民館運営審議会 審議結果回答書 

令和３年８月  日 

鳥取市教育委員会 

教育長 尾室 高志 様 

委員名  

 令和３年度第１回鳥取市社会教育委員会議・公民館運営審議会における議題の審議結

果について、下記の通り回答します。 

記 

（１）会長副会長の選出について 

    事務局（案）のとおり 

 承認します。 

 承認しません。 

※審議結果は、「承認します」、「承認しません」のどちらかに〇をご記入ください。 

＊本会議へ、ご意見等ございましたら下記にご記入ください。 



鳥取市社会教育委員、公民館運営審議会委員及び生涯学習推進協議会委員の 

位置づけと役割等について

１ 委員会の位置づけ等 

 本市では、平成２５年より社会教育委員と公民館運営審議会委員、生涯学習推進協議会委員を兼

務していただいています。鳥取市社会教育委員会議及び公民館運営審議会（以下「委員会」という。）

は、地方自治法第１３８条の４第３項の規定に基づく教育委員会の附属機関で、その設置について

は社会教育法、鳥取市社会教育委員条例及び鳥取市公民館条例に規定しています。また、生涯学習

推進協議会は、その設置について鳥取市生涯学習推進協議会設置要綱に規定されており、委員は鳥

取市生涯学習推進本部長（鳥取市長）が委嘱します。 

２ 委員数及び委員構成 

 （１）委員数 ２０人以内

 （２）委員構成

   ① 学校教育及び社会教育の関係者     ② 家庭教育の向上に資する活動を行う者

   ③ 学識経験のある者           ④ 公募による者

３ 任期      委嘱の日から２年間

４ 会議の開催   会議は、年２～３回開催予定

５ 委員の役割・審議事項 

社会教育委員（社会教育法 第１７条より）

○社会教育に関する諸計画を立案すること。

○定時又は臨時に会議を開き、教育委員会の諮問に応じ、これに対して意見を述べること。

○職務を行うために必要な研究調査を行うこと。

○教育委員会に対し社会教育に関する意見を述べること。

○教育委員会から委嘱を受けた青少年教育に関する特定の事項について、社会教育関係団体、社会

教育指導者その他関係者に対し、助言と指導を与えること。

公民館運営審議会委員（社会教育法 第２９条より）

○館長の諮問に応じ、公民館における各種の事業の企画実施につき調査審議すること。

生涯学習推進協議会委員（鳥取市生涯学習推進協議会設置要綱より）

○生涯学習の推進にあたって、鳥取市生涯学習推進本部長が提起した事項に関すること。

○その他生涯学習の推進に必要な事項に関すること。

●それぞれの立場からの情報提供、アドバイス、視点の提供

●関係機関・団体とのネットワーク形成

●地域課題・学習課題の発見
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《目次》

概要

令和２年度　計画及び実績

令和３年度　計画

平成２８年度～令和3年度　鳥取市生涯学習推進基本方針関連事業計画及び実績



【集計】

１　市民が生涯にわたって学べる学習機会の充実(事業番号1～54） ５　地域社会の課題解決力・教育力向上と家庭教育の強化（事業番号109～128）
AA A B C D E - 計 AA A B C D E - 計

H28 0 33 16 1 1 2 0 53 H28 1 15 2 1 1 0 0 20

0% 62% 30% 2% 2% 4% 0% 100% 5% 75% 10% 5% 5% 0% 0% 100%
H29 2 43 6 0 1 1 0 53 H29 2 15 1 0 0 0 2 20

○　事業名 4% 81% 11% 0% 2% 2% 0% 100% 10% 75% 5% 0% 0% 0% 10% 100%

○　事業の目的 H30 1 35 6 1 1 1 8 53 H３０ 2 12 3 1 0 0 2 20

令和２年度　計画及び実績 2% 66% 11% 2% 2% 2% 15% 100% 10% 60% 15% 5% 0% 0% 10% 100%

令和３年度　計画 R1 0 37 7 1 0 1 7 53 R1 0 15 3 1 0 0 1 20

○　事業達成度自己評価（年度ごと） 0% 70% 13% 2% 0% 2% 13% 100% 0% 75% 15% 5% 0% 0% 5% 100%

R2 0 12 11 9 0 14 8 54 R2 0 6 6 2 2 2 2 20

0% 22% 20% 17% 0% 26% 15% 100% 0% 30% 30% 10% 10% 10% 10% 100%

R3 R3

記号

ＡＡ 計画をはるかに上回る実績が得られた。　　　　 達成率　120％～

Ａ 計画を十分に達成した。　　　　　　　　　　　　　　 達成率　90～120％ ２　社会的課題に関する学習機会の充実(事業番号55～82） ６　伝統文化・芸能・芸術の学びを通した継承及び活用と振興(事業番号129～155）
Ｂ 計画をおおむね達成した。　　　　　　　　　　　　　 達成率　70～90％ AA A B C D E - 計 AA A B C D E - 計

Ｃ 計画をあまり達成できなかった。　　　　　　　　　 達成率　50～70％ H28 0 19 8 1 0 0 0 28 H28 1 9 15 1 0 0 0 26

Ｄ 計画をほとんど達成できなかった。　　　　　　 　 達成率　30～50％ 0% 68% 29% 4% 0% 0% 0% 100% 4% 35% 58% 4% 0% 0% 0% 100%

Ｅ ほぼ計画を実施できなかった。事業中止等。　 達成率　 0～30％ H29 5 16 6 0 0 0 1 28 H29 2 6 17 1 1 0 0 27

- 18% 57% 21% 0% 0% 0% 4% 100% 7% 22% 63% 4% 4% 0% 0% 100%

H30 7 8 11 0 0 0 2 28 H３０ 3 9 10 2 1 2 0 27

25% 29% 39% 0% 0% 0% 7% 100% 11% 33% 37% 7% 4% 7% 0% 100%

R1 1 11 11 1 1 0 3 28 R1 1 7 14 1 2 0 1 26

4% 39% 39% 4% 4% 0% 11% 100% 4% 27% 54% 4% 8% 0% 4% 100%

総計 R2 0 2 10 9 1 3 3 28 R2 0 3 6 3 2 12 1 27

AA A B C D E - 計 0% 7% 36% 32% 4% 11% 11% 100% 0% 11% 22% 11% 7% 44% 4% 100%

H28 2 107 56 5 3 2 0 175 R3

1% 61% 32% 3% 2% 1% 0% 100%

H29 12 107 47 2 2 1 5 176
7% 61% 27% 1% 1% 1% 3% 100% ３　すべての市民が学べる多様な学習形態や情報提供の充実(事業番号83～86） ７　生涯学習活動拠点の充実(事業番号156～178）

H30 17 84 50 7 2 3 13 176 AA A B C D E - 計 AA A B C D E - 計

10% 48% 28% 4% 1% 2% 7% 100% H28 0 4 0 0 0 0 0 4 H28 0 15 7 1 0 0 0 23

R1 3 96 50 5 3 3 15 175 0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 65% 30% 4% 0% 0% 0% 100%

2% 55% 29% 3% 2% 2% 9% 100% H29 0 4 0 0 0 0 0 4 H29 0 15 6 1 0 0 1 23

R2 1 39 40 27 8 45 18 178 0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 65% 26% 4% 0% 0% 4% 100%

1% 22% 22% 15% 4% 25% 10% 100% H３０ 0 4 0 0 0 0 0 4 H３０ 3 8 11 0 0 0 1 23

R3 0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 100% 13% 35% 48% 0% 0% 0% 4% 100%

R1 0 4 0 0 0 0 0 4 R1 0 14 7 0 0 0 2 23

0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 61% 30% 0% 0% 0% 9% 100%

R2 0 2 0 1 0 1 0 4 R2 0 12 5 1 1 1 3 23

0% 50% 0% 25% 0% 25% 0% 100% 0% 52% 22% 4% 4% 4% 13% 100%

R3 R3

４　学習した成果を活かす仕組みづくりと人材育成(事業番号87～108）
AA A B C D E - 計

H28 0 12 8 0 1 0 0 21

0% 57% 38% 0% 5% 0% 0% 100%
H29 1 8 11 0 0 0 1 21

5% 38% 52% 0% 0% 0% 5% 100%

H３０ 1 8 9 3 0 0 0 21

5% 38% 43% 14% 0% 0% 0% 100%

R1 1 8 8 1 0 2 1 21

5% 38% 38% 5% 0% 10% 5% 100%

R2 1 2 2 2 2 12 1 22

5% 9% 9% 9% 9% 55% 5% 100%

R3

　調査では、各事業を基本施策における７分野に分類・集計しています。分野別の集計
は右記のとおりです。

平成２８年度～令和３（平成３３）年度　鳥取市生涯学習推進基本方針関連事業

資料３

　本調査は、鳥取市生涯学習推進基本方針に基づき、庁内各部署で行われている生涯
学習関連事業を整理し、その進捗を管理するために行っているものです。調査内容は次
のとおりです。

 事業達成度は、事業の進捗状況を分かりやすくするために、次の指標をもとにしてAA～
Eの記号を事業担当課が評価しつけたものです。

指　標

事業廃止、隔年開催等で評価できず。
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《目次》

1　市民が生涯にわたって学べる機会の充実（事業番号1～54）資料３ 3　すべての市民が学べる多様な学習形態や情報提供の充実 7　生涯学習活動拠点の充実

（1）人格形成の基礎を培う幼児教育の実践 （５）世代間交流や地域間交流の活性化を図る取組 (1)生涯学習事業情報提供及び学習相談への適切な対応 （4）PTAや子ども会等の子どもたちを取り巻く地域団体の組織強化と活動の充実 （1）公民館の施設整備及び機能強化

担当課 事業名 ページ数 担当課 事業名 ページ数 担当課 事業名 ページ数 担当課 事業名 ページ数 担当課 事業名 ページ数

教育委員会鹿野町分室
基幹公民館イベント
（図書館イベント）

１‐１ さじアストロパーク さじアストロパーク3大祭り １‐４ 協働推進課
地区公民館運営費
（公民館情報）

３‐１ 生涯学習・スポーツ課 PTA育成事業 ５‐１ 生涯学習・スポーツ課 コミュニティセンター施設整備 ７‐１

教育委員会鹿野町分室
地区公民館事業
（ジュニア川柳事業）

１‐１ 長寿社会課 お年寄りと地域ぐるみの世代間交流 １‐４ 広報室 市報発刊配布 ３‐１ 協働推進課 地区公民館新築事業 ７‐１

教育委員会青谷町分室 お話会・本の読み聞かせ １‐１ 鹿野町地域振興課
地区公民館事業
（津和野町交流事業）

１‐４ （5）地域における子ども達の体験活動機会の充実 協働推進課 地区公民館耐震補強事業 ７‐１

観光・ジオパーク推進課
岩国祭り派遣事業
姫路お城まつり派遣事業

１‐４ （2）すべての市民がその能力や状態に応じて学習ができる機会の充実 担当課 事業名 ページ数 協働推進課 地区公民館改修事業 ７‐１

（2）青少年及び成人の社会的知識向上を図る学習、高齢者の生きがいづくりを目ざした学習の推進 地域振興課 輝く中山間地域創出事業 １‐４ 担当課 事業名 ページ数 学校教育課
児童生徒交流体験事業
（地域で学ぶ職場体験活動事業）

５‐１

担当課 事業名 ページ数 教育委員会福部町分室 むらづくり運動推進事業 １‐４ 生涯学習・スポーツ課 ろうあ成人学級 ３‐１ 学校教育課
児童生徒交流体験事業
（中山間地域ふるさと体験活動支援事業）

５‐１ （2）学校教育施設の開放

市立中央図書館
地域社会教育活動総合事業 １‐１ 生涯学習・スポーツ課

地区公民館事業
（子どもと大人のふれあい事業）

１‐４ 障がい福祉課 ふれあい広場 ３‐１ 学校教育課 放課後子ども教室推進事業 ５‐１ 担当課 事業名 ページ数

市立中央図書館 図書購入事業 １‐１ 生涯学習・スポーツ課 小・中学生ものづくり人材育成事業 ５‐２ 生涯学習・スポーツ課 学校体育施設開放事業 ７‐１

教育委員会鹿野町分室
基幹公民館事業
（歴史講座）

１‐１ （6）その他（上記項目に該当しない事業） 4　学習した成果を活かす仕組みづくりと人材育成 生涯学習・スポーツ課 ものづくり道場推進事業 ５‐２

教育委員会福部町分室
基幹公民館事業費
（チャレンジスクール事業）

１‐１ 担当課 事業名 ページ数 生涯学習・スポーツ課 青年のイベント助成事業 ５‐２ （3）図書館の整備及び管理運営

教育委員会福部町分室
福部地域こども教室
（チャレンジスクール）

１‐１ 生涯学習・スポーツ課
地区公民館事業
（特色のある公民館活動事業）

１‐４ （１）指導者やリーダー、コーディネーター等の養成 担当課 事業名 ページ数

生涯学習・スポーツ課
市ジュニアリーダー養成講座
（ジュニアリーダー養成講座及びヤングリーダー育
成事業）

１‐１ 観光・ジオパーク推進課
山陰海岸ジオパーク出前講座・現地学習会
事業

１‐４ 担当課 事業名 ページ数 （6）その他（上記項目に該当しない事業） 市立中央図書館 図書館情報管理システム処理 ７‐１

生涯学習・スポーツ課 成人式 １‐１ 地域振興課
鳥取市過疎地域・
中山間地域人材養成事業

４‐１ 担当課 事業名 ページ数

生涯学習・スポーツ課
青年団体育成事業
（地区青年団体補助）

１‐１ 2　社会的課題に関する学習機会の充実 生涯学習・スポーツ課 少年スポーツ指導者研修会費 ５‐２ （4）生涯学習拠点の適切な管理運営

長寿社会課 趣味の教室 １‐１ （２）各種展示、発表会の開催 さじアストロパーク 出張観察会 ５‐２ 担当課 事業名 ページ数

長寿社会課 高齢者介護予防支援バス運行 １‐１ (1)共生社会の実現を目ざした人権に関する学習の推進 担当課 事業名 ページ数 学校教育課 放課後児童対策事業 ５‐２ 男女共同参画課
鳥取市男女共同参画センター
「輝なんせ鳥取」

７‐１

長寿社会課 老人囲碁・将棋大会 １‐２ 担当課 事業名 ページ数 長寿社会課 高齢者作品展 ４‐１ 教育委員会用瀬町分室 青少年教育振興事業 ５‐２ 文化財課 鳥取市歴史博物館 ７‐１

協働推進課
交通安全対策費
（高齢者対象地域交通安全活動支援事業）

１‐２ 男女共同参画課
男女共同参画啓発講座
（輝なんせ鳥取による講座）【再掲】

２‐１ 長寿社会課 おとしより芸能大会 ４‐１ 生涯学習・スポーツ課 子どもフェスティバル開催運営事業 ５‐２ 文化財課 仁風閣及び宝扇庵 ７‐１

生涯学習・スポーツ課
高齢者生きがい促進総合事業
（尚徳大学）

１‐２ 人権推進課
研究集会開催事業
（人権尊重社会を実現する鳥取市民集会等）

２‐１ こども家庭課 保育園児童文化祭事業 ４‐１ 生涯学習・スポーツ課 少年愛護センター運営事業 ５‐２ 文化財課 鳥取市因幡万葉歴史館 ７‐１

教育委員会青谷町分室 健全育成事業 １‐２ 人権推進課
鳥取市人権教育協議会補助金
（各種団体等を対象とした人権啓発）

２‐１
文化交流課（新規）
（障がい福祉課より移
行）

新市域文化協会事業支援 ４‐１ 文化財課 鳥取市青谷上寺地遺跡展示館 ７‐１

教育委員会青谷町分室 高齢者教室 １‐２ 人権推進課 社会人権教育推進事業 ２‐１ 教育委員会福部町分室
フクシ×アートWEEK2020
第3回まちなか美術展
★R3より追加掲載

４‐１ 6　伝統文化・芸能・芸術の学びを通した継承及び活用と振興 文化財課 鳥取市あおや郷土館 ７‐１

教育委員会青谷町分室 生活に密着した教室 １‐２ 人権推進課
市人権啓発推進協議会連合会補助金
（地域における人権啓発の推進）

２‐１ 協働推進課 河原町文化祭 ４‐１ さじアストロパーク 星の観察会 ７‐２

教育委員会青谷町分室 一般教養講座 １‐２ 生涯学習・スポーツ課
地区公民館事業
（人権啓発推進事業）

２‐１ 協働推進課
公民館祭開催費
（鳥取市公民館まつり）

４‐１ (1)伝統芸能や地域に伝わる技能などの保存・伝承・発信のための取り組み さじアストロパーク プラネタリウム ７‐２

教育委員会青谷町分室 地域再発見講座 １‐２ 教育委員会河原町分室 公民館祭・地区文化祭 ４‐１ 担当課 事業名 ページ数 さじアストロパーク 館内展示 ７‐２

教育委員会青谷町分室 音読教室 １‐２ （2）男女共同参画に関する学習の推進
鳥取市保健所
健康・子育て推進課

鳥取市民健康ひろば ４‐１ 教育委員会佐治分室 佐治谷ばなし　保存伝承事業 ６‐１ さじアストロパーク 宇宙ふしぎ探検 ７‐２

担当課 事業名 ページ数 農政企画課
ふるさとの味祭り事業費
（自然のめぐみ感謝祭）

４‐２ 教育委員会佐治分室
さじ谷昔語り
（昔のさまざまな生活や手仕事について学
ぶ）

６‐１ さじアストロパーク 星景写真コンテスト ７‐２

（3）「学び直し」や新たな学びへの挑戦ができる機会の充実 男女共同参画課
男女共同参画啓発講座
（輝なんせ鳥取による講座）【再掲】

２‐２ 教育委員会用瀬町分室 用瀬町ふれあいまつり ４‐２ 教育委員会佐治分室 ふるさとの歴史講座 ６‐１ 生涯学習・スポーツ課 サイクリングターミナル砂丘の家 ７‐２

担当課 事業名 ページ数 男女共同参画課
男女共同参画啓発事業
（図書・ビデオの収集・貸出）

２‐２ 気高町地域振興課 気高ときめきまつり ４‐２ 教育委員会福部分室
公民館開催事業
（教委福部町分室）

６‐１ 生涯学習・スポーツ課 勤労青少年ホーム ７‐２

男女共同参画課
男女共同参画啓発講座
（輝なんせ鳥取による講座）

１‐２ 男女共同参画課 女と男とのハーモニーフェスタ事業 ２‐２
障がい福祉課
（R2より文化交流課(一
覧表92番)へ所管替え）

障がい者アート作品展 ４‐２ 気高町地域振興課 睦逢うぐい突きまつり ６‐１ 生涯学習・スポーツ課 鳥取市文化センター ７‐２

観光・ジオパーク推進課鳥取市観光大学 １‐２ 生涯学習・スポーツ課
地区公民館事業
（人権啓発推進事業）【再掲】

２‐２ 観光・ジオパーク推進課
岩国祭り派遣事業／姫路お城まつり派遣事
業
【再掲】

６‐１ 文化交流課 鳥取市民会館 ７‐２

生涯学習・スポーツ課 市民大学 １‐２ （３）ボランティアの育成及び活動の活性化 国府町地域振興課 大伴家持大賞短歌募集事業 ６‐１ 文化交流課
鳥取童謡おもちゃ館
（わらべ館）

７‐２

（3）防災、安全、消費生活等の生活に関する学習の推進 担当課 事業名 ページ数 国府町地域振興課 万葉集朗唱の会開催事業 ６‐１ 文化交流課
城下町とっとり交流館
（高砂屋）

７‐２

（４）各年代に対応した健康づくり及びスポーツ・レクリエーション活動の支援 担当課 事業名 ページ数 長寿社会課 ボランティアバス運行 ４‐２ 国府町地域振興課 因幡の傘踊りの祭典開催事業 ６‐１

担当課 事業名 ページ数 地域福祉課 各種相談事業 ２‐２ 教育委員会気高町分室
気高スカロッツプ杯中学生バレーボール選手
権大会

４‐２ 文化交流課 伝統芸能保存用具整備事業 ６‐２

生涯学習・スポーツ課
新春健康マラソン大会開催費
（旧山の手）マラソン

１‐２ 危機管理課 鳥取市防災リーダー養成研修 ２‐２ 観光・ジオパーク推進課観光ボランティアガイド事業 ４‐２ 生涯学習・スポーツ課
青年団体育成事業
（青少年伝統芸能等継承活動支援事業）

６‐２

生涯学習・スポーツ課 スポレク開催費 １‐２ 農政企画課
地域米消費拡大対策事業費
（米料理教室）

２‐２ 観光・ジオパーク推進課
民間登録サポーター運営支援事業
【国際観光】

４‐２ 用瀬町産業建設課 用瀬町流しびな行事 ６‐２

生涯学習・スポーツ課 スポーツ教室開催費 １‐２ 市民総合相談課
消費生活対策費
（消費者啓発出前講座等）

２‐２ 青谷町地域振興課
青谷地域にぎわい創出事業
青谷因州和紙産地強化事業

６‐２

生涯学習・スポーツ課 みんなで歩こう会 １‐３ 男女共同参画課
男女共同参画啓発講座
（輝なんせ鳥取による講座）【再掲】

２‐２ （４）人材登録制度の充実

生涯学習・スポーツ課 鳥取市武道館　武道教室 １‐３ 経済・雇用戦略課 食育アドバイザー派遣事業 ２‐２ 担当課 事業名 ページ数 （2）文化財への意識高揚に関する学習の推進

生涯学習・スポーツ課 鳥取市B＆G海洋センター事業 １‐３ 観光・ジオパーク推進課
民間登録サポーター運営支援事業
【再掲】

４‐２ 担当課 事業名 ページ数

生涯学習・スポーツ課 市民体育祭 １‐３ （4）福祉、健康に関する学習の推進 生涯学習・スポーツ課
高齢者生きがい促進総合事業
（高齢者人材活用事業）

４‐２ 文化財課
埋蔵文化財体験・活用事業
（こども考古学教室）

６‐２

生涯学習・スポーツ課 地区体育祭 １‐３ 担当課 事業名 ページ数 文化財課
埋蔵文化財体験・活用事業
（文化財公開事業）

６‐２

生涯学習・スポーツ課 麒麟のまちスポーツ振興事業補助金 １‐３ 男女共同参画課
男女共同参画啓発講座
（輝なんせ鳥取による講座）【再掲】

２‐３ （５）その他（上記項目に該当しない事業） 教育委員会佐治町分室
ふるさとの歴史講座
【再掲】

６‐２

長寿社会課 スポーツ教室 １‐３ 地域福祉課 社会福祉大会 ２‐３ 担当課 事業名 ページ数 生活環境課 名木・古木観察会費 ６‐２

長寿社会課 おとしより大運動会 １‐３
鳥取市保健所
健康・子育て推進課

健康教育 ２‐３ 教育委員会河原町分室 河原地域市民スポーツの日 ４‐２

教育委員会鹿野町分室
地区公民館事業
（総合型地域スポーツクラブ育成事業）

１‐３
鳥取市保健所
健康・子育て推進課

病態別教室
（糖尿病）

２‐３ （３）市民が自主的に行う文化芸術活動の支援と施設や環境の整備

鳥取市保健所
健康・子育て推進課

離乳食講習会 １‐３ 5 地域社会の課題解決力・教育力向上と+A:X家庭教育の強化 担当課 事業名 ページ数

農政企画課 市民農園設置事業費 １‐３ （5）リサイクル、ごみ問題等環境に関する学習の推進 鹿野町地域振興課 町民音楽祭開催事業 ６‐３

教育委員会用瀬町分室 もちがせ流しびなマラニック大会 １‐３ 担当課 事業名 ページ数 （１）地域が抱える課題解決に向けた学習機会の提供 文化交流課 市民文化祭開催事業 ６‐３

福部町地域振興課 鳥取砂丘らっきょう花マラソン １‐３
鳥取市水道局
経営企画課

千代川市民一斉清掃 ２‐３ 担当課 事業名 ページ数 文化交流課 市民音楽祭開催事業 ６‐３

教育委員会青谷町分室 スポーツ教室 １‐３ 教育委員会福部分室
各種団体負担金
（むらづくり運動事業費、むらづくり大会補助
金）

２‐３ 生涯学習・スポーツ課
地区公民館事業
（特色ある公民館活動事業）【再掲】

５‐１ 文化交流課 市民美術展 ６‐３

教育委員会青谷町分室 こばしまウォーキング １‐３ 協働推進課
鳥取市市民運動推進協議会補助金
（全市一斉清掃）

２‐３ 文化交流課 文化芸術推進事業費補助金等 ６‐３

教育委員会青谷町分室 青谷町正月マラソン大会 １‐３ 協働推進課
鳥取市市民運動推進協議会補助金
（鳥取砂丘一斉清掃）

２‐４ （２）家庭、地域における子育てに関する学習の推進及び情報の提供

教育委員会青谷町分室 青谷町ソフトバレーボール大会 １‐４ 担当課 事業名 ページ数 （4）文化芸術活動による交流の促進

（6）平和、国際理解に関する学習の推進 学校教育課
魅力と徹底の学力向上推進事業
（基礎学力定着支援事業）

５‐１ 担当課 事業名 ページ数

担当課 事業名 ページ数 学校教育課 地域で育む学校支援ボランティア事業 ５‐１ 経済・雇用戦略課 あおや和紙工房管理事業 ６‐３
総務課 非核平和都市宣言推進事業 ２‐４ 生涯学習・スポーツ課 家庭教育学級 ５‐１ 文化交流課 国民文化祭参加事業 ６‐３
国際交流プラザ 市民国際理解推進事業 ２‐４ 生涯学習・スポーツ課 子育て講座（家庭教育支援事業） ５‐１ 文化交流課 芸術の出前講座 ６‐３
青谷町地域振興課 日・中・韓高校生国際交流事業 ２‐４ 観光・ジオパーク推進課山陰海岸ジオパーク校外学習支援事業 ５‐１ 気高町地域振興課 芸術によるまちづくり推進事業 ６‐３

観光・ジオパーク推進課
おもてなし研修会開催事業費
【国際観光】

２‐４

（3）学校内外での安全確保など子供たちを育む地域ボランティアの育成 （5）その他（上記項目）に該当しない事業
担当課 事業名 ページ数 担当課 事業名 ページ数

生涯学習・スポーツ課
青少年団体育成事業
（青少年育成鳥取市民会議補助）

５‐１ 文化交流課 青少年文化活動支援事業 ６‐３



別添　平成２８～令和３年度「鳥取市生涯学習推進基本方針」関連事業一覧表

１　市民が生涯にわたって学べる学習機会の充実資料３
（１）人格形成の基礎を培う幼児教育の実践

担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

1 教育委員会鹿野町分室
基幹公民館事業
（図書イベント）

幼児・児童の豊かな情操を育てるため、本の読
み聞かせ・おはなし会を実施。

子どもの読書週間や読書活動推進事業の展開等を通し、幼児・児童の
豊かな情操を育てるとともに、図書事業を実施していく。
・おはなし会（パネルシアター等）　　12回程度
・こじか園絵本の読み聞かせ訪問　10回程度
・音読教室　　　　　　　　　　　　　　 　1回程度
・ちいさなおはなしかい　　　　　　　　32回程度

・定例おはなし会　　　　        10回
・こじか園読み聞かせ訪問　　5回
・出前だっこのおはなし会　　 1回
・音読教室 　　　　　　　　　　　 1回
延べ　610人 A

図書事業の開催回数は概ね計画通り。コロナ禍ではあっ
たが、図書事業の目的である子どもの読書の機会を提供
することができた。

お薦めの本を広報で紹介するとともに読んでほしい本の
推薦などを図書イベント等で紹介していく。また、図書イベ
ント会場を鹿野学園流沙川学舎図書館を中心に事業を展
開し、図書館の利用促進につなげていく。

子どもの読書週間や読書活動推進事業の展開等を通し、幼児・児童の
豊かな情操を育てるとともに、図書事業を実施していく。
・定例おはなし会 　　　　　　10回程度
・こじか園読み聞かせ訪問　5回程度
・ちいさなおはなし会　　　　 12回程度
・だっこのおはなし音楽会　 1回程度

2 教育委員会鹿野町分室
地区公民館事業
（ジュニア川柳事業）

川柳を通じて青少年の豊かな心を醸成するとと
もに地域づくりを推進するため。

第18回小・中学生を対象としたジュニア川柳コンクールを開催し、青少年
の豊かな心を醸成するとともに地域の文化芸術活動の活性化と発展を
図る。

第18回鹿野町ジュニア川柳大賞を実施。今回も県内外の小中学生から
876名から延べ3,590句の投句があり、その中から大賞をはじめ4作品を
表彰した。大賞句は句木にして「鹿野町川柳街道」に設置した。

A

小・中学生を対象とした鹿野町ジュニア川柳大賞を実施し
た。当初の計画を達成することができた。

コロナ禍であっても昨年度より応募人数や応募句数の増
を目指していく。魅力ある3つのテーマを発信し、県内外の
参加校(小・中学生)に投句を募り拡大を目指していく。

第19回小・中学生を対象としたジュニア川柳コンクールを開催し、川柳の
創作活動を通して子どもたちの豊かな感性を育むとともに地域の魅力溢
れる文化芸術活動の活性と発展を図る。

3 教育委員会青谷町分室 お話会・本の読み聞かせ

図書館利用の促進 保育園児を対象にお話会や本の読み聞かせ3回 保育園児を対象にお話会や本の読み聞かせ。開催日：令和2年10月28日
（水）、11月4日（水）、12月10日（木）。延べ94名参加。
だっこのおはなし会。開催日：令和3年3月9日（火）17名参加。

A

計画通り実施した 特になし 保育園児を対象にお話会や本の読み聞かせ3回。0～2歳児と保護者を
対象に地域の高齢者ボランティアとだっこのおはなし会１回。

（２）青少年及び成人の社会的知識向上を図る学習、高齢者の生きがいづくりを目ざした学習の推進
担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

4 市立中央図書館 地域社会教育活動総合事業

 子どもから大人まで市民の読書活動の推進を
図ることを目的に、絵本の読み聞かせや各種講
演会、研修会等を行う。　また、読書を通した市
民の自己実現の機会を支援するため、絵本の
読み聞かせ研修講座等、ボランティアの養成講
座を実施するとともに、大学機関等と連携した一
般向けの教養講座を開催し、生涯学習に資する
とともに図書館の利用促進を図る。

　子どもの読書活動推進のための読書ボランティア養成講座や、親子を
対象にしたイベントを行う。
　また、高齢者を中心とした図書館利用も増えているため、引き続き、音
読教室など高齢者を対象とした講座に取り組む。図書館利用をとおして、
心豊かな生活の実現や地域文化の発展、課題解決などを図る。
　おはなし会、読書ボランティア養成講座、親子でいっしょに楽しむ講座、
文字活字文化の日記念講演会、ブックスタート支援事業、音読教室、広
報誌の発行など
指標：図書館のおはなし会、各種講座への参加者数　5,082人

図書館3館において、子どもの読書活動推進に係るおはなし会やイベント、
ブックスタート支援事業、音読教室、文字・活字文化の講演会などを開催し
た。
　中央図書館では、絵本の読み聞かせボランティア養成講座を実施し、16人
が受講した。そのうち75％の人が実務につなげている。
 中央図書館では27年度から行っているBOOK袋（本の福袋）と一日図書館
員のイベントを、用瀬図書館・気高図書館でも行い、読書活動の推進及び図
書館利用の促進を図った。
指標：図書館のおはなし会、各種講座への参加者数　1504 人
達成率　29.8％

E

新型コロナウィルス感染拡大防止のため、中止とした事業
が多かった。そのことにより、参加人数は目標を達成する
ことができなかった。

子どもの読書活動を一層推進するためには、子どもたち
の身近に本がある環境と読書を手助けする人が重要と感
じる。「手助けする人」＝ボランティアを育成するために、
幅広い方々を対象にランティア養成講座を開催していくと
ともに、活動の機会を広げていくために、ボランティア団体
との交流にも努めていく。
また、高齢者の図書館利用は、さまざまな活動に主体的
に取り組むことや健康長寿にもつながるという調査結果も
あることから、高齢者が一層利用しやすいサービスを展開
していく。

　子どもの読書活動推進のための読書ボランティア養成講座や、親子を
対象にしたイベントを行う。
　また、高齢者を中心とした図書館利用も増えているため、引き続き、音
読教室など高齢者を対象とした講座に取り組む。図書館利用をとおして、
心豊かな生活の実現や地域文化の発展、課題解決などを図る。
　おはなし会、読書ボランティア養成講座、親子でいっしょに楽しむ講座、
文字活字文化の日記念講演会、ブックっスタート支援事業、音読教室、
広報誌の発行など
指標：図書館のおはなし会、各種講座への参加者数　5,082人

5 市立中央図書館 図書購入事業

　市民の多様化する資料や情報に対する要求
に応え、新鮮で魅力ある蔵書を維持するため、
鳥取市立図書館資料収集方針に基づき、3館6
室で一体的・効率的な資料整備を図る。

全館で年間　19,000冊（購入予定）を整備する計画。
年度末では約704千冊の蔵書となる予定。
指標：新規購入図書年間貸出回数　10冊

図書の購入：20,746冊
蔵書冊数：689,435冊
図書館情報管理システムと搬送システムの運用で、市立図書館のサービ
ス拠点で読みたい本が借りられる仕組みを構築している。
指標：新規購入図書年間貸出回数　8.5冊
達成率85％

B

利用者のニーズや社会情勢をとらえながら選書を行い、
必要な資料の整備を行った。

社会情勢を捉えながら、多様な考え方や新しい情報の資
料を積極的に整備する。また、「だれもが読書をできる社
会をめざして」施行された読書バリアフリー法の規定に基
づき、県立図書館や他の自治体の図書と連携を行い、
サービスを充実するとともに、資料のデジタル化や電子書
籍の研究、検討を行っていく。

全館で年間　19,000冊（購入予定）を整備する計画。
年度末では約704千冊の蔵書となる予定。
指標：新規購入図書年間貸出回数　10冊

6 教育委員会鹿野町分室
基幹公民館事業
（歴史講座）

一般を対象として、地域の身近な歴史などを知
るため実施する。

-

7 教育委員会福部町分室
基幹公民館事業費
（チャレンジスクール事業）

青少年の健全育成

-

8 教育委員会福部町分室
福部地域こども教室
（チャレンジスクール）

学校週5日制が実施され、子どもたちの週末活
動の支援事業として、農業体験や野外活動、創
作活動、ボランティア活動などを実施する。

開催場所；福部町コミュニティセンタ－他
講座内容；クリーン大作戦、ABC教室、世代間交流

開催場所；福部町コミュニティセンタ－他
講座内容；ＡＢＣ教室、世代間交流

A

計画を十分達成した。 引き続き、子どもたちへの支援事業として講座等を開催す
る

開催場所；福部町コミュニティセンタ－他
講座内容；ABC教室、世代間交流

9 生涯学習・スポーツ課
市ジュニアリーダー養成講座
（ジュニアリーダー養成講座及
びヤングリーダー育成事業）

青少年を健全でたくましく育てる連帯した地域・
基盤を確立し、青少年が自ら積極的に学習や活
動に参加し、地域活動・ふれあい活動への参
加･参画を促進し、健全育成を図る。

委託先：鳥取市子ども会連合会
市内の小・中学生を対象として、子ども会活動・地域行事に参画できる
ジュニアリーダーを養成し、ジュニアリーダー養成講座終了者が引き続き
活動・研修を行いヤングリーダーへの成長を図る。
定例会や体験活動、研修会への参加を通じて大人と連携した地域行事
等への参画・運営に関わる力やリーダーとしての資質の向上を図る。

定例会（行事等の内容検討等）8回
体験活動
・養成講座（バーベキューをする会）　参加者7人
・養成講座（楽しく体を動かそうの会）　参加者5人

C

新型コロナの影響で当初の計画通りの事業実施とはいか
なかったが、実施可能な事業については実施できた。

新型コロナ対策を行いつつ参加者の増加に向け、改善策
を検討する。

委託先：鳥取市子ども会連合会
市内の小・中学生を対象として、子ども会活動・地域行事に参画できる
ジュニアリーダーを養成し、ジュニアリーダー養成講座終了者が引き続き
活動・研修を行いヤングリーダーへの成長を図る。
定例会や体験活動、研修会への参加を通じて大人と連携した地域行事
等への参画・運営に関わる力やリーダーとしての資質の向上を図る。

10 生涯学習・スポーツ課 成人式

新成人の門出を祝うとともに、新成人に大人とし
ての自覚と責任を促す。

期日：令和3年1月3日　会場：とりぎん文化会館
内容：式典、アトラクション
市報等による公募による者等で実行委員会を設置し、成人式を企画運営
する。

新型コロナの影響により、令和3年9月19日へ延期

E

事業の延期 新型コロナ対策を十分に行い、事業実施を実行委員とと
もに行う

期日
　令和3年成人式：令和3年9月19日 会場：鳥取県民体育館
　令和4年成人式：令和4年1月3日　会場：とりぎん文化会館
内容：式典、アトラクション
市報等による公募による者等で実行委員会を設置し、成人式を企画運営
する。

11 生涯学習・スポーツ課
青年団体育成事業
（地区青年団体補助）

青年活動団体に対し、補助金を交付すること
で、青年活動の振興と地域の活性化を推進す
る。

地区の青年団体に運営費を助成する。予算：100,000円 青年団体育成補助：なし

E

河原町青年団が、助成金申請を行っていたものの、新型
コロナの影響により辞退したため

広報の強化に努めるとともに、申請方法の見直しを検討
する。

地区の青年団体に運営費を助成する。
予算：100,000円

12 長寿社会課 趣味の教室

高齢者の仲間づくり、健康づくり、生きがいづくり
を図るため、囲碁、将棋、書道など多くの趣味の
教室を鳥取市高齢者福祉センター等に設け、年
度を通して定期的に活動する。

開催場所：高齢者福祉センター
内容：囲碁、将棋、書道、民謡、手工芸、生け花、謡曲、おどり、日本画、
短歌、俳句、表装、詩吟、陶芸、木工

開催場所：高齢者福祉センターほか
内容：囲碁、将棋、書道、民謡、手工芸、生け花、謡曲、おどり、日本画、
短歌、俳句、表装、詩吟、陶芸、木工
参加者数：490人 A

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、前年度より参
加者数は減少しているが、継続的な活動による高齢者の
仲間づくり、健康づくり、生きがいづくりの推進に大きな役
割を果たしていると考えられるため。

参加者の確保につながるよう市報による広報を継続す
る。

開催場所：高齢者福祉センター
内容：囲碁、将棋、書道、民謡、手工芸、生け花、謡曲、おどり、日本画、
短歌、俳句、表装、詩吟、陶芸、木工

13 長寿社会課 高齢者介護予防支援バス運行

高齢者が広く地域社会と交流を図り、生きがい
を高めるため、高齢者の団体に対して高齢者介
護予防支援バスを運行する。

対象者:10人以上の60歳以上高齢者の団体
運行時間：午前9時から午後4時(土日、祝日、年末年始除く)
運行範囲：鳥取県内
市社会福祉協議会へ事業委託

利用回数：222回
利用人数：2,894人

A

前年度と比較すると新型コロナウイルス感染症の影響で
利用回数、人数ともに減少したものの、毎月の利用があ
り、高齢者の地域社会との交流が図られ、生きがいを高
めていると考えられるため。

公共交通機関利用促進事業への転換などの検討が必要
である。

対象者:10人以上の60歳以上高齢者の団体
運行時間：午前9時から午後4時(土日、祝日、年末年始除く)
運行範囲：鳥取県内
市社会福祉協議会へ事業委託

5 ページ１－１



14 長寿社会課 老人囲碁・将棋大会

囲碁・将棋を通じて高齢者相互の交流を図り生
きがいを高める。

開催場所：高齢者福祉センターほか
内容：囲碁・将棋大会を通じた高齢者交流

開催場所：高齢者福祉センターほか
内容：囲碁・将棋大会を通じた高齢者交流
参加者数：81人

A

前年度と同程度の参加者数を維持しており、継続的な活
動により、高齢者相互の交流を図り生きがいを高めている
と考えられるため。

引き続き活動を実施し、大会開催数・参加者数の減少が
続かないよう努める。

開催場所：高齢者福祉センターほか
内容：囲碁・将棋大会を通じた高齢者交流

15 協働推進課
交通安全対策費
（高齢者対象地域交通安全活
動支援事業）

高齢者を対象とした地域交通安全活動を実施
する団体を支援し、地域における交通安全運動
をより活性化することで、交通安全意識の向上
と交通事故発生数の減少を目的とする。

随時 高齢者宅訪問：年末の交通安全運動期間中に100軒実施
※春・夏・秋の交通安全運動期間中にも計画はしていたものの、新型コロ
ナウイルスの感染拡大状況をふまえ中止とした。
高齢者講習会：10回実施、交通安全啓発物品約1,500個配布
高齢運転者実車講習：15名参加（日本海自動車学校にて、座学・実車講
習2日開催）

C

新型コロナウイルス感染拡大にともない、高齢者宅訪問
指導は年末のみの開催となったものの、各地域での講習
会の支援や高齢運転者実車講習の開催を行った。

新型コロナウイルスワクチン接種の状況をふまえながら、
徹底した感染症対策を行い、高齢者に対する交通安全支
援の活動が実施ができるように進める。

随時

16 生涯学習・スポーツ課
高齢者生きがい促進総合事業
（尚徳大学）

高齢者の総合的な学習活動の機会を提供し、
生きがいづくりなどをめざした学習を推進する。

社会、書道、絵画、民芸、健康、郷土、彫刻、貢献の8つの専門コースを
月2回程度開催。月1回の合同学習の開催。
令和2年度も引き続き（一財）鳥取市教育福祉振興会に生涯学習講座運
営等業務委託を行う。（委託契約期間：令和2年4月1日～令和3年3月31
日）

書道、彫刻、絵画、民芸：計12回　一堂に会さず添削
貢献、社会、郷土。健康：計3回ずつDVD収録、貸出し
（申込者のみ資料配布）

B

新型コロナの影響で当初の計画通りの事業実施とはいか
なかったが、コロナ禍に対応した学習を提供した。

麒麟のまちアカデミーとして、対象範囲を麒麟のまち圏域
に拡大し、幅広いニーズに合った学習内容を検討する。

社会、書道、絵画、民芸、健康、郷土、彫刻、貢献の8つの専門コースを
月2回程度開催。月2回の合同学習の開催。
令和3年度も引き続き（一財）鳥取市教育福祉振興会に生涯学習講座運
営等業務委託を行う。（委託契約期間：令和3年4月1日～令和4年3月31
日）

17 教育委員会青谷町分室 健全育成事業

青谷町内での自然体験を通して郷土愛を育み、
様々な人とふれあう機会を持たせる。

青谷地域子ども交流会の開催 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、事業中止

E

計画通り実施できなかった 新型コロナウイルスの状況を見ながら、行える事業を検討
していく

青谷地域子ども交流会の開催

18 教育委員会青谷町分室 高齢者教室

高齢者の生きがいと健康づくりを促進する 高齢者の生きがいと健康づくりを促進する教室を9回開催 高齢者の生きがいと健康づくりを促進する教室を全9回計画したが、新型
コロナウイルス感染拡大防止のため7回中止し2回開催した。延べ49人参
加。

C

一部未実施 開講期間を検討していく 高齢者の生きがいと健康づくりを促進する教室を9回開催

19 教育委員会青谷町分室 生活に密着した教室

日常生活の潤いと生きがいづくり

-

20 教育委員会青谷町分室 一般教養講座

健康的で明るい文化的な生活

-

21 教育委員会青谷町分室 地域再発見講座

青谷地域内の歴史文化や自然について学習
し、青谷の魅力を再発見

-

22 教育委員会青谷町分室 音読教室

成人を対象として、声を出して本を読む楽しさと
大切さを学ぶ

1回15名程度コミュニティーセンターで年間6回。出張で随時開催。 コミュニティセンターで6回計画したが、新型コロナウイルス感染拡大防止
のため4回中止し2回開催。延べ19名参加。出張で3回計画したが2回開
催。延べ20名参加。

C

一部未実施 特になし 1回15名程度コミュニティーセンターで年間6回。

（３）「学び直し」や新たな学びへの挑戦ができる機会の充実

担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

23 男女共同参画課
男女共同参画啓発講座
（輝なんせ鳥取による講座）

生涯を通して、男女がいきいきと心豊かに暮らし
ていくための技術・知識の習得を図る。

開催場所：男女共同参画センター他
講座内容：男女共同参画基礎講座、いきいき女性塾、わくわく男性塾、い
きいき生活塾等

開催回数：13講座13回
開催場所：男女共同参画センター等
参加者数：379人（定員432人）

B

新型コロナウイルスの影響で講座の回数が減ったもの
の、周知等の徹底により概ね目標が達成できた。

因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏域内における連携
講座を新たに開催するとともに今後も多くの方に参加して
もらえるよう、開催方法の工夫や講座の充実を図ってい
く。

開催場所：男女共同参画センター、因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市
圏におけるオンラインでの開催
講座内容：男女共同参画基礎講座、その他の学習講座、夜間講座など

24 観光・ジオパーク推進課 鳥取市観光大学

鳥取市観光大学を開校して、観光マイスターを
養成し、鳥取市のホスピタリティの向上を図る。

鳥取市観光コンベンション協会が実施している観光大学事業を支援す
る。

第16期受講者20名、合格者（観光マイスター）19名。
事業費934,000円（うち市補助金617,000円）

B

新型コロナウイルス感染防止として、募集人数を絞って実
施したため。

引き続き積極的な募集を行っていく。 鳥取市観光コンベンション協会が実施している観光大学事業を支援す
る。

25 生涯学習・スポーツ課 市民大学

社会人を対象とした、専門的な知識や一般的な
教養を習得する生涯学習講座を充実させるこ
と。

【前期】
山陰海岸ジオパーク講座4回、国際理解講座4回、
市民健康講座4回、特別講座（麒麟獅子舞）3回
【後期】
郷土の歴史講座6回、社会講座6回
令和2年度も（一財）鳥取市教育福祉振興会に生涯学習講座運営等業務
委託を行う。（委託契約期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日）

以下の5講座をいなばぴょんぴょんネットで放送し、鳥取市公式YouTube
にて配信した。（申込者のみ資料配布）
（）内は令和3年3月31日時点の動画再生回数

市民健康講座（377回）
特別講座（麒麟獅子舞講座）（387回）
山陰ジオパーク講座（401回）
国際理解講座（配信なし）
郷土の歴史講座（204回）

B

新型コロナの影響で当初の計画通りの事業実施とはいか
なかったが、コロナ禍に対応した学習を提供した。

麒麟のまちアカデミーとして、対象範囲を麒麟のまち圏域
に拡大し、幅広いニーズに合った学習内容を検討する。

【技能コース】（前期・後期）書道、華道、バランストレーニング、茶道、骨
盤メンテナンス
【教養コース】知ろうよ鳥取講座、目指せマイスター講座

（４）各年代に対応した健康づくり及びスポーツ・レクレーション活動の支援
担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

26 生涯学習・スポーツ課
新春健康マラソン大会開催費
(旧山の手マラソン)

年頭（例年1月3日）に、健康マラソンを走ること
により、市民の健康維持とリフレッシュを図る。

開催期日：1月3日
開催場所：コカ・コーラボトラーズジャパンスポーツパーク
開催内容：ファミリー(1km)、1.5km小学生、1.5km中学生以上 、3km、5km

新型コロナウイルス感染症のため、大会中止とした

E

大会が中止となったため 新型コロナウイルス感染症の鎮静化及びスポーツイベント
再開を見据え、当大会は継続する。

開催期日：1月3日
開催場所：ヤマタスポーツパーク
開催内容：ファミリー(1km)、1.5km小学生、1.5km中学生以上 、3km、5km

27 生涯学習・スポーツ課 スポレク祭開催費

市民誰もが気軽に参加できるニュースポーツ中
心のレクリエーション競技を実施し、生涯スポー
ツの普及を図る。

開催期日：9月5日ほか
開催場所：市民体育館ほか
開催内容：ニュースポーツ等を中心に13種目

大会開催（9種目）
参加人数：320人

C

新型コロナウイルス感染症の影響により、ガイドラインが
遵守できないと判断した5種目があり、大会の開催を見
送った。

新型コロナウイルス感染症の鎮静化及びスポーツイベント
再開を見据え、当大会は継続する。

開催期日：9月上旬
開催場所：市民体育館ほか
開催内容：ニュースポーツ等を中心に13種目

28 生涯学習・スポーツ課 スポーツ教室開催費

鳥取市体育協会に所属する各種目協会などに
よるスポーツ教室を通じ、スポーツの普及拡大
を図る。

種目ごとに随時開催 14種目
参加者数：14,978人

B

新型コロナウイルス感染症の影響により、ガイドラインが
遵守できないと判断した競技があり競技種目は減ったも
のの、ガイドラインをクリアする競技の教室の回数が増加
した。

新型コロナウイルス感染症の鎮静化を見据え事業は継続
する。

種目ごとに随時開催
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29 生涯学習・スポーツ課 みんなで歩こう会

郷土の名勝・旧跡を訪ねながら、みんなで歩くこ
とにより健康及び体力の増進を図る。

毎月1回、郷土の名勝・史跡を巡る「歩こう会」を開催（市民団体実施事
業）

毎月１回、郷土の名勝・史跡を巡る「歩こう会」を開催（市民団体実施事業）

B

鳥取市内から近隣の県外市町などコースを変更しなが
ら、参加者がウォーキングを楽しむことができた。

継続実施 毎月1回、郷土の名勝・史跡を巡る「歩こう会」を開催（市民団体実施事
業）

30 生涯学習・スポーツ課 鳥取市武道館　武道教室

文化や伝統を尊重し暖かく豊かな心を育て、
礼儀作法を大切にし、技術の修得の過程におい
て心身を鍛練しながら人間形成を図る。

柔道教室、剣道教室、ヨガ教室を通年開催（指定管理者実施事業） 柔道教室50回、剣道教室50回、少年柔道安全講習会0回、剣道ミニレッスン0
回、リラックスヨガ教室8回開催（指定管理者実施事業）

B

新型コロナウイルス感染症のため中止した事業はあった
ものの、出来得る範囲で事業を実施した

新型コロナウイルス感染症の鎮静化を見据え事業は継続
する。

柔道教室、剣道教室、ヨガ教室を通年開催（指定管理者実施事業）

31 生涯学習・スポーツ課 鳥取市B＆G海洋センター事業

こども、社会人、中高年等を対象に、明るく健康
にすごせるようなスポーツ教室を開く。特に武
道、海洋性スポーツを通じて、鳥取の自然や文
化を楽しむこころの育成を図る。

剣道教室、なぎなた教室、ヨット・カヌー教室、テニス教室、インドアテニス
教室を随時開催（指定管理者実施事業）

剣道教室85回、なぎなた教室85回、テニス教室83回、少年少女ヨット・カ
ヌー教室6回、プールでカヌー体験、夏休み初心者水泳教室開催5回（指
定管理者実施事業）

A

コロナ禍のため事業の開催回数等は減少しているもの
の、剣道・なぎなた・テニス教室を定期的に開催することに
より、参加者の健康増進を図ることができた。また、地域
への出前カヌーを行うことにより、地域の子どもたちに海
洋性スポーツの楽しさについて触れてもらうことができた。

継続実施 剣道教室、なぎなた教室、ヨット・カヌー教室、テニス教室、インドアテニス
教室を随時開催（指定管理者実施事業）

32 生涯学習・スポーツ課 市民体育祭

スポーツ大会への参加を通じ、市民の体力の増
進を図るとともに、地域住民、地域間の交流を
促進する。

開催期日：4月下旬から10月上旬まで
開催場所：市民体育館ほか
開催内容：小学校校区ごとに20種目の競技を行い得点を競い合う

大会の開催については地区に委ねているが、新型コロナウイルス感染症
の影響により大会中止とした地区が多かった

E

大会が中止となったため 新型コロナウイルス感染症の鎮静化及びスポーツイベント
再開を見据え、当大会は継続する。

開催期日：4月下旬から10月上旬まで
開催場所：市民体育館ほか
開催内容：小学校校区ごとに20種目の競技を行い得点を競い合う

33 生涯学習・スポーツ課 地区体育祭

スポーツを通して健康づくりや体力の向上を目
指すとともに、地域交流を深める。

運動会、バレーボール、ソフトボール、卓球大会等を各地区で随時実施 新型コロナウイルス感染症のため、大会中止とした

E

大会が中止となったため 新型コロナウイルス感染症の鎮静化及びスポーツイベント
再開を見据え、当大会は継続する。

運動会、バレーボール、ソフトボール、卓球大会等を各地区で随時実施

34 生涯学習・スポーツ課
（新規掲載：R3追加）

麒麟のまちスポーツ振興事業補助
金

連携中枢都市圏のスポーツ振興に資するイベントに
対し運営経費を助成し、スポーツによるまちの賑わ
い創出と地域のリーダー発掘及び養成を進める。

圏域の住民が対象で且つ本市を会場とするイベント等について支援を実施（事
業費総額350万円）

〇麒麟のまち鳥すぽカップ（バトミントン大会）
　R3.1.11　【52千円】124人（鳥取114、岩美10）
〇麒麟のまちプロジェクト　もりもり部屋ライブ、スサノオマジッククリニック
　R3.2.13日、20日【380千円】114人（鳥取75、岩美8、八頭3、智頭2、新温泉26）
〇第1回麒麟のまちBEACH SOCCER GAMES
　R3.3.27日、28日【1,570千円】参加 チーム　1,020人（鳥取824、岩美16、八頭
40、新温泉126、香美16）
★R3より追加掲載

C

新型コロナウイルス感染症の影響により、日程調整が必
要となったこと、参加者が参加を見合わせたなど集客効果
が薄れた。

事業継続 圏域の住民が対象で且つ本市を会場とするイベント等について支援を実
施（事業費総額350万円）

35 長寿社会課 スポーツ教室

高齢者の仲間づくり、健康づくり、生きがいづくり
を図る。

開催場所：鳥取市民体育館ほか
内容：ニュースポーツ講習会を通じて健康の維持・増進

開催場所：鳥取市民体育館ほか
内容：ニュースポーツ講習会を通じて健康の維持・増進
参加者数：130人

A

前年度と同程度の参加者数を維持しており、健康の維持・
増進の役割を果たすとともに、ニュースポーツの普及にも
寄与していると考えられるため。

引き続き活動を実施し、高齢者の健康の維持・増進を図
る。

開催場所：鳥取市民体育館ほか
内容：ニュースポーツ講習会を通じて健康の維持・増進を図る

36 長寿社会課 おとしより大運動会

スポーツを通じて、高齢者相互の親睦とともに
生きがいづくりと健康増進を図る。

｢おとしより芸能大会｣と｢おとしより大運動会｣を隔年で開催しており、令
和2年度は｢おとしより芸能大会｣を開催する。

隔年開催のため、開催無し

-

「おとしより芸能大会」との隔年開催のため、令和2年度は
開催なし。

引き続き高齢者相互の親睦とともに生きがいづくりと健康
増進を図る。

開催場所：鳥取市民体育館
内容：運動会

37 教育委員会鹿野町分室
地区公民館事業
（総合型地域スポーツクラブ育
成事業）

地域住民の健康増進と地域のスポーツ環境を
整備するため実施。

地域の健康増進とスポーツ環境整備の見直しを図り地域住民への健康
づくり、体力づくり教室等を通して、総合型地域スポーツクラブ育成に関し
「ＮＰＯ法人鹿の助スポーツクラブ」へスポーツ教室の開催を委託する。
（スポーツ教室6教室35回、内ストレッチ教室は通年とし毎週 開催予
定）

スポーツ教室（ストレッチ教室、ヨガ教室、陸上教室、ジュニア水泳教室、
鷲峯山麓ウォーク等）5教室66回開催。参加者数延べ809人。

A

教室数は減となったが、各教室の実施回数が増に転じた
ことで、参加者数は前年度を大きく上回った。コロナ禍で
はあったが、新たな教室等を取り入れたことで継続的に開
催することができた。

気軽に参加できるスポーツ教室や健康・体力づくりを中心
としたスポーツ教室等を開催するとともに幅広い世代の健
康増進に繋がるイベント等を取り入れながら、地域に密着
したスポーツ振興と参加者数の増加及び健康増進を展開
していく。

地域の健康増進とスポーツ環境整備の見直しを図り地域住民への健康
づくり、体力づくり教室等を通して、総合型地域スポーツクラブ育成に関し
「ＮＰＯ法人鹿の助スポーツクラブ」へスポーツ教室の開催を委託する。
（スポーツ教室4教室30回 内ストレッチ教室は通年とし毎週 開催予定、
ニュースポーツ体験会6回、イベントは、鷲峯登山1回、正月マラソン1回）

38 鳥取市保健所
健康・子育て推進課

離乳食講習会

離乳食の適切な摂取と望ましい食習慣の定着
を図る。

開催場所：市役所駅南庁舎、鳥取東保健センター、用瀬保健センター、
気高保健センター
実施回数：4会場全42回開催
講座内容：離乳期の月齢に添った適正な摂取方法や離乳食開始を機とし
た生涯の健康づくりにつながる食生活の講話、調理実演および試食、個
別相談（希望者）を実施。

開催場所：市役所駅南庁舎、鳥取東保健センター、用瀬保健センター、
気高保健センター
実施回数：4会場全37回開催(受講保護者459人）
講座内容：離乳期の月齢に添った適正な摂取方法や離乳食開始を機とし
た生涯の健康づくりにつながる食生活の講話、調理実演および試食、個
別相談（希望者）を実施。

B

コロナ禍のよる開催中止のため、全日程を実施することが
できず、また受講者も減となったが、個別の対応や、DVD
貸出、調理実演のYouTubeによる動画配信により、保護
者支援につなげた。

感染症拡大防止のため、これまでの定員を半分とし、回
数を増やすことや参加ができない保護者へメディア等を利
用し情報提供する等、充実した内容の検討を行い、保護
者の不安軽減、児の健やかな成長につなげることに努め
る。

開催場所：市役所駅南庁舎、鳥取東保健センター、用瀬保健センター、
気高保健センター
実施回数：4会場全44回開催（うち1会場12回は2部制）
講座内容：離乳期の月齢に添った適正な摂取方法や離乳食開始を機とし
た生涯の健康づくりにつながる食生活の講話、調理実演および試食、個
別相談（希望者）を実施。ホームページ等による動画配信、DVD貸出

39 農政企画課 市民農園設置事業費

市民農園を開設することにより、遊休農地の有
効利用、市民の健全なレクリエーション機会の
創出及び健康の増進等に資する。

市民農園設置数　　6地区　348区画 市民農園設置数　　6地区　348区画

B

利用区画率が7割を上回っているため 継続実施し、さらなる利用率向上を目指す。 市民農園設置数　　6地区　348区画

40 教育委員会用瀬町分室 もちがせ流しびなマラニック大会

市民相互の健康づくり及び親睦、健全なスポー
ツ活動の振興を図る。

開催日時: 令和2年5月17日（日）受付 8：30～
出発 10：00～12:30
開催場所： 流しびなの館周辺
事業内容: 3・5・10ｋｍのマラソンコースを年代・性別に分けた11種目と
ウォーキング2コースを合わせて13種目で開催。ランナーからゆっくり歩く
人まで誰でも気軽に参加できる大会。第33回。

新型コロナウイルス感染拡大に伴い中止。

E

新型コロナウイルス感染拡大に伴い中止。 事業内容や運営方法の見直しを行い、危機管理体制を
整え、開催に向けて検討していく。

開催日時: 令和3年5月16日（日）受付 8：30～
出発 10:00～12:30
開催場所： 流しびなの館周辺
事業内容: 3・5・10ｋｍのマラソンコースを年代・性別に分けた11種目と
ウォーキング2コースを合わせて13種目で開催。ランナーからゆっくり歩く
人まで誰でも気軽に参加できる大会。第33回。

41
福部町地域振興課 鳥取砂丘らっきょう花マラソン

開催

らっきょう花マラソン大会を通して、地場産業の
振興とあわせ、観光農業を含めた地域の振興を
図る。
らっきょう花マラソン大会を通して、観光農業を
含めた地域の振興を図る。10キロ、6キロ、3キ
ロのコースを自分の健康にあわせて赤紫の花
咲くらっきょう畑の中を走る。

開催日；　令和2年10月25日（日）
開催場所；鳥取砂丘オアシス広場
スタート；10:00から
らっきょう花マラソン大会を通して、観光農業を含めた地域の振興を図
る。
10キロ、5キロ、3キロ、ウォークのコースを自分の健康にあわせて赤紫の
花咲くらっきょう畑の中を走る。

開催日；　令和2年10月25日（日）
開催場所；鳥取砂丘オアシス広場
スタート；10:00から
を予定していたが、新型コロナウィルスの感染拡大防止等の観点から中
止とした。 E

計画を実施できなかった。 引き続き、らっきょう花マラソン大会を通して、地場産業の
振興とあわせ、観光農業を含めた地域の振興と観光農業
を含めた地域の振興を図る

開催日；　令和3年10月31日（日）
開催場所；鳥取砂丘オアシス広場
スタート；10:00から
らっきょう花マラソン大会を通して、観光農業を含めた地域の振興を図
る。
10キロ、5キロ、3キロ、ウォークのコースを自分の健康にあわせて赤紫の
花咲くらっきょう畑の中を走る。

42 教育委員会青谷町分室 スポーツ教室

市民の健康づくりと生涯スポーツの普及を図
る。

-

43 教育委員会青谷町分室 こばしまウォーキング

心と身体の健康づくりと青谷町内の豊かな自然
を体感する。

開催日：令和2年11月予定　実施場所：勝部地区内　参加募集100名
「ウォーキング立県19のまちを歩こう」と連携。ゴール後はお楽しみ抽選
会を実施。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、事業中止

E

未実施 特になし 開催日：令和3年11月予定　実施場所：勝部地区内　参加募集100名
「ウォーキング立県19のまちを歩こう」と連携。ゴール後はお楽しみ抽選
会を実施。

44 教育委員会青谷町分室 青谷町正月マラソン大会

“楽しくマイペースで走ろう”をキャッチフレーズ
に、参加者一人ひとりが年間を通して心身共に
健康な体を養い、維持していく。

令和3年1月1日（水）開催予定 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、事業中止

E

未実施 特になし 令和4年1月1日（土）開催予定
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45 教育委員会青谷町分室 青谷町ソフトバレーボール大会

ソフトバレーボールの普及と市民の健康増進及
びこれに係る意識の高揚に資すること。

令和3年2月21日（日）開催予定 開催日：令和3年2月7日（日）、実施場所：青谷町体育館、39名の参加。
「混成の部」「わかばの部」9チームで実施。

A

計画通り実施した 特になし 令和4年2月13日（日）開催予定

（５）世代間交流や地域間交流の活性化を図る取組
担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

46 さじアストロパーク さじアストロパーク3大まつり

星・月・雪をテーマとして開催し、多くの皆さまに
さじアストロパークにお越しいただき、地域住民
と一緒に星・月・雪に親しみ・楽しく遊ぶ。

①星まつり　夏期に実施予定
②月まつり　5月の大型連休時に実施予定
③雪まつり　降雪のある冬期に実施予定

①星まつり　開催日　令和2年7月23日(木)～令和2年8月23日(日)　参加
者数　2,175人
②月まつり　開催日　令和2年9月19日(土)～9月22日(火･祝)、10月8日
(木)～10月10日(土)　参加者数　621人
③雪まつり　開催日　令和3年2月14日(日)　参加者数　109人
④協力団体延べ17団体

A

新型コロナウイルス感染症対策のため分散開催とし、安
全安心な実施を実現できた。昨年度に比べて参加者は減
少したが協力団体数は維持でき、地域団体の活動の場の
提供も実現できた。

新型コロナウイルスの状況を見極め、安全安心に留意し
ながら協力団体と魅力ある事業展開を実施していく。

①星まつり　夏期に実施予定
②月まつり　5月の大型連休時に実施予定
③雪まつり　降雪のある冬期に実施予定

47 長寿社会課
お年寄りと地域ぐるみの世代間
交流

地域内の老人クラブ・子供会組織・障がい者等
が互いに交流をすることによって、地域コミュニ
ティーの構築を図る。

開催場所：41地区
内容：地域による様々な催し等

開催場所：5地区
内容：地域による様々な催し等
参加者：420人

E

新型コロナウィルス感染症予防対策として開催を自粛す
る傾向にあり、参加者数が大幅に減少したため。

引き続き多様な催しを実施することにより世代間交流を促
進する。

開催場所：41地区
内容：地域による様々な催し等

48 鹿野町地域振興課
地区公民館事業
（津和野町交流事業）

鹿野町時代からの姉妹都市である津和野町と
親睦を図るため、相互訪問を実施する。

地域住民を主体とした相互訪問・交流事業を実施する。 鳥取市西地域・津和野町共通の歴史資源「亀井公」に関するご当地検定
事業（「亀井さん検定（仮称）」、創出・実行「亀井さん検定実行委員会」）
を創出すること目指して、現地調査・意見交換等を目的に次のとおり訪問
予定であったが、新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染拡大防止のため中止となった。
交流期日：R3. 2．24
交 流 先：津和野町
交 流 者：亀井さん検定実行委員会委員、津和野町日本遺産センター、
文化財保護審議会、日原郷土史研究会

C

新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染拡大防止のためオンラインでの交流と
なり、十分な交流とはならなかった。

　歴史的友好交流の原点である両地域の歴史を改めて深
く探り、地域の魅力向上と観光振興に資する。
　また、気高・青谷地域の参画を促し鳥取市西地域の一
体的な振興に寄与するともに、歴史的友好交流事業の一
層の深化・発展・継続に資する。

地域住民を主体とした相互訪問・交流事業を実施する。
令和3年度は津和野町の訪問を受け入れる。

49 観光・ジオパーク推進課
岩国祭り派遣事業
姫路お城まつり派遣事業

本市の郷土芸能「しゃんしゃん傘踊り」を派遣
し、本市の観光宣伝及び姉妹都市岩国市、姫路
市との交流を深める。
（岩国市派遣事業は隔年で事業実施）

岩国まつり、姫路お城まつりで行われるパレードにしゃんしゃん傘踊り連
を派遣。

コロナによる規模縮小で参加依頼なし

E

コロナによる規模縮小により参加依頼がなく、未実施の
為。

継続して実施していく 姫路お城まつりで行われるパレードにしゃんしゃん傘踊り連を派遣。

50 地域振興課 輝く中山間地域創出事業

中山間地域の住民自らが行う課題解決や魅力
創出の取組、中山間地域の資源を活用したむら
とまちの交流を支援することにより、中山間地域
の活性化を図る。

地域資源を活用したむらとまちの交流を支援する。
目標実施件数：4交流
※新型コロナウィルス感染症の影響により実施できない可能性あり

実施件数：0件

E

新型コロナウィルス感染症の影響により、交流を実施する
ことができなかったため。

引き続き、各総合支所や中山間地域振興推進員と連携
し、本事業の更なる広報・周知を行う。

地域資源を活用したむらとまちの交流を支援する。
目標実施件数：4交流
※新型コロナウィルス感染症の影響により実施できない可能性あり

51 教育委員会福部町分室 むらづくり運動推進事業

福部町の活性化を図る
①環境美化活動の推進
②青少年の健全育成を図る
③同和教育の推進

-

52 生涯学習・スポーツ課
地区公民館事業
（子どもと大人のふれあい事
業）

地域で子どもたちを育てる環境の整備を図るこ
とにより、週末における子どもたちのボランティ
ア活動・体験活動の機会を充実・支援する。

地区公民館において子どもと大人のふれあい事業の開催 地区公民館で実施。
実施回数：764回
延べ参加者数：15,415人 C

新型コロナの影響で当初の計画通りの事業実施とはいか
なかったが、実施可能な事業変更や制限の中、年間を通
して事業を実施できた。

各地区がそれぞれ事業目的を達成できるよう必要に応じ
て支援していく。

地区公民館において子どもと大人のふれあい事業の開催

（６）その他（上記項目に該当しない事業）
担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

53 生涯学習・スポーツ課
地区公民館事業
（特色ある公民館活動事業）

地域の特性を踏まえて、特性を活かしながら、
公民館独自の発想で事業を企画・実施する。

地区公民館において特色ある公民館活動事業の開催 地区公民館（内分館1館）で実施。
実施回数：450回
延べ参加者数：7,855人

C

新型コロナの影響で当初の計画通りの事業実施とはいか
なかったが、実施可能な事業変更や制限の中、年間を通
して事業を実施できた。

各地区がそれぞれ事業目的を達成できるよう必要に応じ
て支援していく。

地区公民館において特色ある公民館活動事業の開催

54 観光・ジオパーク推進課
山陰海岸ジオパーク出前講座・
現地学習会事業

　山陰海岸ジオパークを題材とした自然環境、
歴史・文化、産業、生活様式などの地域資源を
活用して、体験・学習の場づくりを図る。

山陰海岸ジオパークの拠点施設における現地学習を支援する。 〇現地学習の参加者数　4,619人

B

R2年4月18日～5月15日については、コロナ感染対策によ
り全面休館を実施するなど、感染症の影響を大きく受けた
年ではあったが、感染症対策を十分に行い、ワークショッ
プ等が実施された。引き続き、地域のニーズに合った学習
を支援し、ジオパークの普及に努めたい。

継続して実施していく 山陰海岸ジオパークの拠点施設における現地学習を支援する。
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２　社会的課題に関する学習機会の充実
（１）共生社会の実現を目ざした人権に関する学習の推進

資料３ 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

55 男女共同参画課
男女共同参画啓発講座
（輝なんせ鳥取による講座）「再
掲」

性別による役割分担意識等に基づく社会的慣
習・風潮の見直しと啓発を図る。

開催場所：男女共同参画センター他
講座内容：男女共同参画基礎講座、いきいき女性塾、わくわく男性塾、い
きいき生活塾等

開催回数：13講座13回
開催場所：男女共同参画センター等
参加者数：379人（定員432人）

B

新型コロナウイルスの影響で講座の回数が減ったもの
の、周知等の徹底により概ね目標が達成できた。

因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏域内における連携
講座を新たに開催するとともに今後も多くの方に参加して
もらえるよう、開催方法の工夫や講座の充実を図ってい
く。

開催場所：男女共同参画センター、因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市
圏におけるオンラインでの開催
講座内容：男女共同参画基礎講座、その他の学習講座、夜間講座など

57 人権推進課
鳥取市人権教育協議会補助金
（各種団体等を対象とした人権
啓発）

鳥取市人権教育協議会は、社会教育団体、企
業、行政関係団体などが加入し、各種の啓発活
動を実施している。この鳥取市人権教育協議会
の運営に要する経費を補助することにより、さま
ざまな人権問題解決の取り組みを推進する。

鳥取市人権教育協議会（事務局：人権推進課）の主な事業計画
・人権尊重社会を実現する鳥取市民集会の企画運営
・各部会（社会教育・企業・行政関係）における研修会等の開催
・全国集会等への派遣（西日本夏期講座、部落解放研究全国集会、人権
啓発研究集会、人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会）
・市人教だより「つなぐ」の発行

・補助金　2,265千円
・第47回人権尊重社会を実現する鳥取市民集会（R2.11.16開催予定→新
型コロナウイルス感染症拡大防止のため、R3年8月に延期）
・市人教だより「つなぐ103号」発行　市内全戸配布
・社会教育部会、企業部会、行政関係部会で研修会を延6回開催
・各種全国集会等のオンライン受講　延10人

C

11月に開催予定であった人権尊重社会を実現する鳥取市民
集会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から実
施することが出来なかった（次年度に延期）。
部会研修会では、6月に開催予定であった啓発パレードと代
表者対象研修会（企業部会）が中止となった。
令和2年度に参加予定であった各種全国集会は、すべて現
地開催が中止となり、オンライン開催に切り替わった二つの
集会（西日本夏期講座、人権啓発研究集会）をそれぞれ5名
ずつが受講した。
市人教だより「つなぐ」の発行については、当初の予定どおり
実施できた。

部会会員の効果的な人権啓発・人権意識の高揚となる内
容のものをニーズを把握しながら引き続き開催していく。
また、研修会開催においては新型コロナウイルス対策を
十分に行っていく必要があると考える（密状態の回避、消
毒、検温、マスク着用の徹底など）。

鳥取市人権教育協議会（事務局：人権推進課）の主な事業計画
・人権尊重社会を実現する鳥取市民集会の企画運営
・各部会（社会教育・企業・行政関係）における研修会等の開催
・全国集会等への派遣・受講（西日本夏期講座、部落解放研究全国集
会、人権啓発研究集会、人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会）
・市人教だより「つなぐ」の発行

58 人権推進課 社会人権教育推進事業

　地域に根ざした人権教育を推進するため、住
民と直結した推進体制の充実を図る。具体的に
は、人権啓発の指導者養成を目的とした研修
会・講座の開催、また全国規模の各種研修会へ
の派遣を行い、人権教育の推進に生かすことを
目的とする。

・地区同推協等会長研修会（年1回開催）
　地区同推協等の会長を対象とした研修会を実施し、地域のリーダーを
育成する。
・推進員全体研修会（年2回開催）
　各地区から推薦された概ね4名の推進員を対象とした研修会を実施し、
人材育成を図る。
・市人権教育推進員の派遣
　各地区同推協等主催で行われる小地域懇談会等の実施をサポート（指
導や助言等）する。
・全国集会（西日本夏期講座、部落解放研究全国集会、人権啓発研究集
会）、人権尊重社会を実現する鳥取市民集会、人権尊重社会を実現する
鳥取県研究集会への派遣

・地域のリーダー育成を目的に、地区同推協等会長研修会を開催した
（R2.6.26開催、47人参加）。
・推進員全体研修会（R2.7.11、7.12.開催、延162人参加）各地区推薦の推
進員2～3人を対象。
・各地区同推協等主催で行われる小地域懇談会等に市人権教育推進員
を派遣し、実施をサポートした。派遣実績：配置人数12人、派遣回数98回
・県研究集会等へ派遣　派遣者数45名 B

新型コロナウイルス感染症拡大防止により中止または延
期した研修会等を除き、概ね計画どおり実施できた。小地
域懇談会等への人権教育推進員の派遣回数は、新型コ
ロナ感染防止のため参集形式の開催を見送る地区があり
減少したが、人権啓発パンフレット・アンケート配布など参
集形式に替えた実施方法により各地域が工夫して人権啓
発・学習に取り組まれた。

オンライン形式での実施など、コロナ禍においても人権啓
発・学習の機会を確保できる方法を検討する。

・地区同推協等会長研修会（年1回開催）
　地区同推協等の会長を対象とした研修会を実施し、地域のリーダーを育成
する。
・推進員全体研修会（年2回開催）
　各地区から推薦された概ね4名の推進員を対象とした研修会を実施し、人
材育成を図る。
・市人権教育推進員の派遣
　各地区同推協等主催で行われる小地域懇談会等の実施をサポート（指導
や助言等）する。
・全国集会（西日本夏期講座、部落解放研究全国集会、人権啓発研究集
会）、人権尊重社会を実現する鳥取市民集会、人権尊重社会を実現する鳥
取県研究集会への派遣・受講

59 人権推進課

市人権啓発推進協議会連合会
補助金
（地域における人権啓発の推
進）

　鳥取市地区人権啓発推進協議会連合会は52
地区同推協等が加盟している団体で、あらゆる
人権問題の解決に向けて、地域に根差した人権
教育をさらに推進している。連合会の活動に対
して補助することにより、それぞれの地区同推
協等における、小地域懇談会を主とした諸活動
を充実させる。

・各地区同和教育推進協議会等（52地区）への活動助成
・地区人権啓発推進員の育成を目的とした研修会の開催
・ブロックごと（10ブロック）の研修会（全体研・推進員研・会長研）の実施
・全国集会（西日本夏期講座、部落解放研究全国集会、人権啓発研究集
会）、人権尊重社会を実現する鳥取市民集会、人権尊重社会を実現する
鳥取県研究集会への派遣

・補助金8,994千円
・第1回推進員全体研修会（R2.7.11、7.12 開催、延162人参加）
・ブロックごと（10ブロック）の研修会（全体研・推進員研・会長研）を実施し
た。　延27回
・県研究集会等へ派遣　　派遣者数45名

B

新型コロナウイルス感染症拡大防止により中止または延
期した研修会等を除き、概ね計画どおりに実施できた。全
国集会については感染拡大防止のため現地開催がな
かったが、地区同推協へオンラインによる任意受講を呼び
かけた。市民集会は次年度に延期、東部・中部・西部の分
散開催となった県研究集会は、例年の半数程度の参加と
なった。

オンライン形式での実施など、コロナ禍においても人権啓
発・学習の機会を確保できる方法を検討する。

・各地区同和教育推進協議会等（52地区）への活動助成
・地区人権啓発推進員の育成を目的とした研修会の開催
・ブロックごと（10ブロック）の研修会（全体研・推進員研・会長研）の実施
・全国集会（西日本夏期講座、部落解放研究全国集会、人権啓発研究集
会）、人権尊重社会を実現する鳥取市民集会、人権尊重社会を実現する
鳥取県研究集会への派遣・受講

60 生涯学習・スポーツ課
地区公民館事業
（人権啓発推進事業）

各地区公民館で、人権教育の推進と人権問題
について正しい知識を深める研修会等を開催す
る。

地区公民館において人権啓発推進事業の開催 地区公民館（分館1館含む）で実施。
実施回数：122回
延べ参加者数：2,617人

C

新型コロナの影響で当初の計画通りの事業実施とはいか
なかったが、実施可能な事業変更や制限の中、年間を通
して事業を実施できた。

各地区がそれぞれ事業目的を達成できるよう必要に応じ
て支援していく。

地区公民館において人権啓発推進事業の開催

人権尊重社会を実現する鳥取市民集会（R2.11.16開催予定）は、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止の観点から開催は困難であると判断し、
R3．8月に延期。
各総合支所で開催予定であった町民集会（講演会等）も、佐治と青谷を
のぞく6か所で中止となった。
・国府町　　人権尊重のまちづくり国府町市民集会
              　（R2.11.23開催予定→中止）
・福部町    福部町人権啓発推進集会
              　（R2.12.4開催予定→中止）
・河原町　　第46回河原町人権講演会
              　（R2.11.4開催予定→中止）
・用瀬町　　あらゆる差別をなくする用瀬町民集会
              　（R3.3月開催予定→中止）
・佐治町　　人権と福祉のまちづくり佐治町民集会
              　（R2.12.6開催、40人参加）
・気高町　　人権のまちづくり講演会
              　（R2.11.14開催予定→中止）
・鹿野町　　人権教育に取り組む町民集会
              　（R2.11月開催予定→中止）
・青谷町　　人にやさしいまちづくり大会
              　（R2.11.21開催、55人参加）

D

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、人権尊
重社会を実現する鳥取市民集会が次年度に延期となっ
た。また、各総合支所において予定していた町民集会等
が6ヵ所で中止となった。

人権尊重社会を実現する鳥取市民集会をはじめ、新市域
でも講演会や集会を毎年実施している。その時々の社会
情勢をみて、関心度の高いテーマを取り上げて、より多く
の市民に参加いただける内容のものを開催していくことが
重要だと考える。
また、新型コロナウイルス対策を十分に行っていく必要が
あると考える（密状態の回避、消毒、検温、マスク着用の
徹底など）。

市民集会は、半日開催とし、前半に全体会（講演等）、後半に分科会（事
例研究・パネルディスカッション等）を行い、あらゆる人権問題の解決に向
けた研究討議を実施する。総合支所で開催する集会等も広く市民に参加
を呼びかけ、講演会や討論会を実施する。
・国府町　　人権尊重のまちづくり国府町市民集会
・福部町　　人権啓発研究集会
・河原町　　人権講演会
・用瀬町　　あらゆる差別をなくする用瀬町市民集会
・佐治町　　人権のまちづくり佐治町民集会
・気高町　　人権のまちづくり講演会
・鹿野町　　人権教育に取り組む町民集会
・青谷町　　人にやさしいまちづくり大会　など

市民集会は、午前に全体会（講演等）、午後に分科会（事例研究・パネル
ディスカッション等）を行い、あらゆる人権問題の解決に向けた研究討議
を実施する。総合支所で開催する集会等も広く市民に参加を呼びかけ、
講演会や討論会を実施する。
・国府町　　人権尊重のまちづくり国府町市民集会
・福部町　　人権啓発研究集会
・河原町　　人権講演会
・用瀬町　　あらゆる差別をなくする用瀬町市民集会
・佐治町　　人権のまちづくり佐治町民集会
・気高町　　人権のまちづくり講演会
・鹿野町　　人権教育に取り組む町民集会
・青谷町　　人にやさしいまちづくり大会　など56 人権推進課

研究集会開催事業
（人権尊重社会を実現する鳥取
市民集会等）

同和問題をはじめとするあらゆる人権課題の解
決をめざして研修を深め、実践と交流の輪を広
げることを目的に市民集会を開催する。本市民
集会は、毎年2,000人近くの参加が見込まれ、あ
らゆる人権問題の解決に向けた取組みが発表
されており、本市の人権啓発・教育の柱として、
重要な役割を担っている。また、新市域での人
権問題に関わる集会等も実施し、市全体での人
権啓発・教育に取り組む。
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（２）男女共同参画に関する学習の推進

担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

61 男女共同参画課
男女共同参画啓発講座
（輝なんせ鳥取による講座）
【再掲】

男女共同参画について認識を深めるための啓発を
図る。

開催場所：男女共同参画センター他
講座内容：男女共同参画基礎講座、いきいき女性塾、わくわく男性塾、い
きいき生活塾等

開催回数：13講座13回
開催場所：男女共同参画センター等
参加者数：379人（定員432人）

B

新型コロナウイルスの影響で講座の回数が減ったもの
の、周知等の徹底により概ね目標が達成できた。

因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏域内における連携
講座を新たに開催するとともに今後も多くの方に参加して
もらえるよう、開催方法の工夫や講座の充実を図ってい
く。

開催場所：男女共同参画センター、因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市
圏におけるオンラインでの開催
講座内容：男女共同参画基礎講座、その他の学習講座、夜間講座など

62 男女共同参画課
男女共同参画啓発事業
（図書・ビデオの収集・貸出）

図書・情報コーナーを充実することにより、男女共同
参画に関する意識啓発を図る。

男女共同参画に関する図書の収集・貸出を実施。 図書貸出数：623人（1,198冊）
購入図書：43冊

A

より幅広い分野にわたる図書を増やし、利用者への啓発
に努める。またＤＶＤについては、利用ニーズが無いため
収集・貸し出しを廃止。

より幅広い分野にわたる図書の充実に努め、活用してもら
うことで男女平等意識の醸成を図る。

男女共同参画に関する図書の収集・貸出を実施。

63 男女共同参画課
女と男とのハーモニーフェスタ
事業

男女共同参画社会実現のための活動団体等で構成
する実行委員会による市民へむけた啓発事業。

開催場所、日時、内容等未定 新型コロナウィルス感染対策のため中止

E

新型コロナウィルス感染対策のため 女性の積極的な社会参画意識の高揚と男女共同参画を
推進する団体活動の育成及び相互の連携強化に有効な
事業である。今後も、より多くの市民に啓発できるイベント
として目指し、実行委員会の運営方法や企画内容につい
て検討する必要がある。また、新型コロナウイルス感染に
留意しながら実施する必要がある。

開催日時：令和3年10月3日（日）
開催場所：男女共同参画センター、バードハット
事業内容：講演、ワークショップ、展示、即売等

64 生涯学習・スポーツ課
地区公民館事業
（人権啓発推進事業）
【再掲】

各地区公民館で、人権教育の推進と人権問題につ
いて正しい知識を深める研修会等を開催する。

地区公民館において人権啓発推進事業の開催 地区公民館（分館1館含む）で実施。
実施回数：122回
延べ参加者数：2,617人

C

新型コロナの影響で当初の計画通りの事業実施とはいか
なかったが、実施可能な事業変更や制限の中、年間を通
して事業を実施できた。

各地区がそれぞれ事業目的を達成できるよう必要に応じ
て支援していく。

地区公民館において人権啓発推進事業の開催

（３）防災、安全、消費生活等の生活に関する学習の推進

担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

65 地域福祉課 各種相談事業

市民からの心配ごと相談や、弁護士・司法書士
等による無料専門相談を実施する。

〇法律相談　　　　さざんか会館12回/年、
　　　　　　　　　各総合福祉センター計8回/年
〇司法書士相談　さざんか会館12回/年
　　　　　　　　　各総合福祉センター計3回/年
〇心配ごと相談　 さざんか会館36回/年
　　　　　　　　　各総合福祉センター計96回/年
〇一般相談　　　　さざんか会館96日程度/年

〇法律相談　　　　　　11回実施
〇司法書士相談　　　4回実施
〇心配ごと相談　     130回実施
〇一般相談　　　　　　100回実施

B

予定の相談件数が未達成のものがあるため 特になし 〇法律相談　　　　さざんか会館12回/年、
　　　　　　　　　各総合福祉センター計8回/年
〇司法書士相談　さざんか会館12回/年
　　　　　　　　　各総合福祉センター計3回/年
〇心配ごと相談　 さざんか会館36回/年
　　　　　　　　　各総合福祉センター計96回/年
〇一般相談　　　　さざんか会館96日程度/年

66 危機管理課 鳥取市防災リーダー養成研修

市民の防災意識の高揚、自主防災組織育成な
ど地域防災力の強化を図るため、地区公民館
の管轄する地域を単位として、防災指導員、防
災リーダーを設置する。

【新規研修内容】新型コロナ感染防止のため中止
【フォローアップ研修】開催検討中

【新規研修内容】新型コロナ感染防止のため中止
【フォローアップ研修】感染症に対応した避難所運営、総合防災マップの
説明等（2講座/1日×2回）
【開催日】12/6、12/13【受講者数】82名

B

フォローアップ研修は新型コロナウイルス感染症対策のた
め、対象者を千代川以西と以東にわけて開催することと
し、千代川以西の方を対象に実施した。

引き続き、開催方法の工夫や講座の充実を図っていく。 ・防災リーダー養成研修
　【開催日】7/25、8/22、9/26 （全3回）
　【修了見込】70名程度

・フォローアップ研修
　【開催日】11/28、12/5【参加見込】140名程度

67 農政企画課
地域米消費拡大対策事業費
（米料理教室）

小学生に米料理の実習を通じて、我が国の食
料事情及び伝統的な主食である米の大切さを
理解してもらうことで、若年層の米離れを防ぎ、
米の消費拡大を図る。 -

68 市民総合相談課
消費生活対策費
（消費者啓発出前講座等）

市民の消費生活の安全及び向上を図ることを目
的とする。

開催場所：市内各所（開催依頼申込にある会場等）
講座内容：最近の相談事例の紹介や悪質商法の手口とその対策の説明
などの出前講座のほか、消団連へ事業委託した消費者寸劇、鳥大落研
の協力による消費者落語、啓発パネルによるパネル展示や講演会など
開催回数：年間60回程度

開催回数：年間30回

C

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、計画していた事
業の一部を実施するにとどまった。

実績および新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、目
標の設定を見直した。

開催場所：市内各所（開催依頼申込にある会場等）
講座内容：最近の相談事例の紹介や悪質商法の手口とその対策の説明
などの出前講座のほか、消団連へ事業委託した消費者寸劇、鳥大落研
の協力による消費者落語、啓発パネルによるパネル展示や講演会など
開催回数：年間50回程度

69 男女共同参画課
男女共同参画啓発講座
（輝なんせ鳥取による講座）【再
掲】

男女共同参画の視点を生かした安全で安心に
暮らすための知識習得と意識の向上を図る

開催場所：男女共同参画センター他
講座内容：男女共同参画基礎講座、いきいき女性塾、わくわく男性塾、い
きいき生活塾等

開催回数：13講座13回
開催場所：男女共同参画センター等
参加者数：379人（定員432人）

B

新型コロナウイルスの影響で講座の回数が減ったもの
の、周知等の徹底により概ね目標が達成できた。

因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏域内における連携
講座を新たに開催するとともに今後も多くの方に参加して
もらえるよう、開催方法の工夫や講座の充実を図ってい
く。

開催場所：男女共同参画センター、因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市
圏におけるオンラインでの開催
講座内容：男女共同参画基礎講座、その他の学習講座、夜間講座など

70
経済・雇用戦略課

食育アドバイザー派遣事業

小中学生や消費者が、農林水産物や地域の食
材を使った料理に対する理解を深めることによ
り地産地消を推進する。

派遣回数　55件参加人数　825人(55件×15人） 派遣回数　11件
参加人数　230人

E

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、地区公民館
や小学校、幼稚園などで料理教室の開催が激減してし
まったため、食育アドバイザーの派遣についても計画を達
成することができなかった。（派遣回数達成率20％）

新型コロナウイルス感染症の状況を勘案しながらとなる
が、引き続き、より多くの団体の派遣制度利用を促し、地
元食材を使った料理等に対する理解を深め、地産地消の
促進を図る。

派遣回数　46件
参加人数　690人(46件×15人）
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（４）福祉、健康に関する学習の推進

担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

71 男女共同参画課
男女共同参画啓発講座
（輝なんせ鳥取による講座）【再
掲】

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ意識の啓発を
図る。

開催場所：男女共同参画センター他
講座内容：男女共同参画基礎講座、いきいき女性塾、わくわく男性塾、い
きいき生活塾等

開催回数：13講座13回
開催場所：男女共同参画センター等
参加者数：379人（定員432人） B

新型コロナウイルスの影響で講座の回数が減ったもの
の、周知等の徹底により概ね目標が達成できた。

因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏域内における連携
講座を新たに開催するとともに今後も多くの方に参加して
もらえるよう、開催方法の工夫や講座の充実を図ってい
く。

開催場所：男女共同参画センター、因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市
圏におけるオンラインでの開催
講座内容：男女共同参画基礎講座、その他の学習講座、夜間講座など

72 地域福祉課 社会福祉大会

社会福祉活動の功労者の表彰及び記念講演を
開催し、市民の社会福祉活動への意識を高め
る。

開催場所：鳥取市民会館
開催時期：令和2年12月1日（火）
内容：社会福祉活動功労者の表彰、著名人による記念講演

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

郵送等により社会福祉活動功労者の表彰・感謝状贈呈を実施
A

新型コロナウイルス感染拡大防止のため大会は中止と
なったが、郵送等により社会福祉活動功労者の表彰・感
謝状贈呈を行うことができたため。

特になし 開催場所：鳥取市民会館
開催時期：令和3年11月30日（火）
内容：社会福祉活動功労者の表彰、著名人による記念講演

74
鳥取市保健所
健康・子育て推進課

病態別教室
（糖尿病）

疾病に対する理解を深め病気の進行を少しでも
遅くしたり、またはより良い健康状態を維持する
ことを目的として、糖尿病予防教室の開催等を
行う。

内容や方法等検討のうえ、実施予定。 実施回数：延14回（半日コース2回、フォローアップ教室）
参加者数：延58人
内容：医師、保健師等による講話（健診結果から自分の健康状態を知る、糖尿病につ
いて）
　　　栄養士による講話（食生活について）
　　　健康運動指導士による講話、実践
　　　グループワーク、目標設定等
評価：教室終了後のアンケートから、糖尿病の理解と自分自身の健康状態の把握、
予防方法についてほとんどの人が理解できたと回答した。教室参加前から生活習慣
に気を付けていた人も、改善点や新たな情報を得ることができたと共に、個人の目標
を共有するなどして、参加者同士が志気を高めることができた。

B

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、全体的に事
業の縮小を余儀なくされた状況においても、手法を工夫し
て実施することができたため

新型コロナウイルス感染症の状況を加味しながら、引き続
き実施できるよう手法の見直しも含めて柔軟に対応する。

内容や方法等検討のうえ、実施予定。

（５）リサイクル、ごみ問題等環境に関する学習の推進

担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

75
鳥取市水道局
経営企画課

千代川市民一斉清掃

本市水道の水源である千代川の汚染を防止す
るとともに、市民の水質保全に対する意識の向
上を図り、もって安全かつ良質な水道水の供給
を確保する。

例年どおり6月7日（日）に開催予定。 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。

E

中止のため。 特に見直しは検討していない。 例年どおり水道週間(6月1日～7日)行事として開催する。
開催予定日：6月6日（日）

76 教育委員会福部町分室
各種団体負担金
(むらづくり運動事業費、むらづ
くり大会補助金）

住民による活気があり住みよい地域づくりを促
進する。

-

各保健センター、地区公民館等で、生活習慣病予防（健診、食生活、運
動習慣等）、心の健康、歯科保健、疾病予防について、医師、保健師、栄
養士、健康運動指導士等が講話や実践を行う。

①健康教育（成人・高齢者）
　回数：251回、参加者数：延3002人
　内容：医師や保健師、栄養士等が生活習慣病予防のため
　の健康づくりや介護予防について講話や実践

②歯科保健
　回数：14回、参加者数：延165人
　内容：歯科医師、歯科衛生士に折る地域住民、施設職員
　等を対象として、口腔と全身疾患の関係・健口体操等の
　口腔機能向上のための講話や実践

③心の健康
回数：12回、参加者数：延210人
内容：医師や保健師等による精神障がいやこころの健康についての講話。

B

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、全体的に事
業の縮小を余儀なくされた状況においても、手法を工夫し
て実施することができたため

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、鳥取地域
の春の一斉清掃は中止とし、秋の一斉清掃は計画通り実
施した。
※ただし、中止とした春の一斉清掃についても、各町内会
の判断で清掃を実施した地域あり。

新型コロナウイルスの感染が収まらない中ではあるが、人
数制限等の感染症対策をこうじて、なるべく実施ができる
ように対応。

（鳥取地域）
春：5/17（日）予備日5/24（日）
※新型コロナウイルスの影響により中止。

秋：10/18（日）予備日10/25（日）

（合併地域）
未定

C

（鳥取地域）
春：5/17（日）予備日5/24（日）
※新型コロナウイルスの影響により中止。

秋：10/18（日）予備日10/25（日）

（合併地域）
未定

（鳥取地域）
春：5/17（日）
  　※新型コロナウイルスの影響により中止。
秋：10/18（日）実施
（国府地域）
7/26実施
<福部地域>
各町内会単位で実施
<河原地域>
各町内会単位で実施
<用瀬地域>
3月、9月実施
<佐治地域>
各町内会単位で実施
<気高地域>
5月、10月実施
<鹿野地域>
11/3実施
<青谷地域>
4/1実施

77 協働推進課
鳥取市市民運動推進協議会補
助金
（全市一斉清掃）

まちを美しく自らの生活環境を清潔にする自主
的な美化運動を推進し、豊かでうるおいのある
美しいまちづくりの実現をめざす。

新型コロナウイルス感染症の状況を加味しながら、引き続
き実施できるよう手法の見直しも含めて柔軟に対応する。

各保健センター、地区公民館等で、生活習慣病予防（健診、食生活、運
動習慣等）、心の健康、歯科保健、疾病予防について、医師、保健師、栄
養士、健康運動指導士等が講話や実践を行う。

73 鳥取市保健所
健康・子育て推進課

健康教育

広く健康に関する知識を啓発し、寝たきりや壮
年期死亡を減少して元気で楽しく暮らせるまちを
目指す。

11 ページ２－３



78 協働推進課
鳥取市市民運動推進協議会補
助金
（鳥取砂丘一斉清掃）

鳥取の観光のシンボルである鳥取砂丘をいつま
でも美しく後世に残し、全国の観光客に喜んでも
らうため、ボランティアを募集し、砂丘の一斉清
掃を実施する。

春：4/12（日）
※新型コロナウイルスの影響により中止。

秋：10/11（日）

春：4/12（日）
※新型コロナウイルスの影響により中止。

秋：10/11（日）実施 C

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、春の砂丘
一斉清掃は中止とし、山陰海岸ジオパーク一斉清掃（秋
の砂丘一斉清掃）は計画通り実施した。

新型コロナウイルスの感染が収まらない中ではあるが、人
数制限等の感染症対策をこうじて、なるべく実施ができる
ように対応。

春：4/11（日）
※新型コロナウイルスの影響により中止。

秋：10/10（日）

（６）平和、国際理解に関する学習の推進

担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

80 国際交流プラザ 市民国際理解推進事業

在住する日本人と外国人が気軽に交流できる
機会をとおして、住民の国際意識の向上と地域
の国際化の推進を図る。

①外国語講座＝3講座20回程度開催
②世界を旅する講座＝3回程度開催
③国際理解講座＝国際ｸｯｷﾝｸﾞ教室 4回、多文化交流ﾌｪｽﾀ 1回、日本文
化（茶道、着付け、お花、等）紹介講座 数回

①外国語講座＝4講座32回35名参加
②世界を旅する講座＝2回19名参加
③国際理解講座＝国際ｸｯｷﾝｸﾞ教室1回9名、
　多文化交流ﾌｪｽﾀ(コロナ感染防止のため中止)、
　にほんごｶﾌｪ3回42名、お茶教室1回5名

C

新型コロナウイルス感染症拡大の影響のため、予定して
いた事業が実施できなかった。

多文化共生社会の実現に向け、市民の国際意識の高揚
や相互理解の増進を図るため、引き続き各種講座を実施
する。

①外国語講座＝3講座20回程度開催
②世界を旅する講座＝3回程度開催
③国際理解講座＝国際ｸｯｷﾝｸﾞ教室 4回、多文化交流ﾌｪｽﾀ 1回、日本文
化（茶道、着付け、お花、等）紹介講座 数回

81 青谷町地域振興課 日・中・韓高校生国際交流事業

青谷地域の国際化推進と、青谷高校生をはじめ
とする青少年の国際理解を通じた人材育成を図
る。

-

82 観光・ジオパーク推進課
おもてなし研修会開催事業
【国際観光】

鳥取市の国際観光を推進するうえで重要な鳥取
市側の国際観光客の受入れ環境整備につい
て、ソフト面の整備を行い、外国人観光客の皆
様に心地よく過ごしていただく。

出前授業年30回 出前授業年18回

C

新型コロナウイルス感染拡大防止により、実施回数を減ら
したため。

目標とする開催回数となるよう、効果的なPRを行う。 出前授業年30回

（７）情報モラル・リテラシーに関する学習の推進

担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

（８）その他（上記項目に該当しない事業）

担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

○非核平和講演会
→新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため実施できず。
○非核平和展
→新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止。折鶴は市公式
HPに掲載のうえ、広島・長崎に寄贈。
○ミニ非核平和展
→2支所で実施。
○被爆アオギリ・クスノキ二世の植樹
→新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため実施できず。
○黙とう実施の依頼
→市内112事業所に依頼。
○非核平和図書の贈呈
→市内147の教育施設に贈呈。
○平和の鐘ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(原爆投下時刻に鳴鐘)参加依頼
→市内203寺院・教会に参加依頼。

C

事業計画で予定していた事業のうち、新型コロナウイルス
感染症感染拡大防止の観点から計画通り実施できなかっ
た事業があったため。

○非核平和講演会
　　被爆体験者による講演会の開催（希望のある公民館、
　　小中学校等）
○非核平和展
　　原爆写真パネルの展示、折鶴の展示（市内小学校児
　　童作成）、非核平和関連情報提供など
○ミニ非核平和展
　　各地区公民館で、原爆写真ポスターの展示
○黙とう実施の依頼
　　原爆犠牲者慰霊のための黙とう依頼
○非核平和図書の贈呈
　　保育園、小学校等に平和啓発図書を贈呈
○平和の鐘ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(原爆投下時刻に鳴鐘)参加依頼など

新型コロナウイルス感染症の影響により実施できなかった
事業については、感染対策を徹底したうえで可能な範囲
で実施できるよう、感染状況や安全面等を考慮しながら、
事業規模や開催方法等を検討する。
令和2年度以前には、開催を予定していたが希望するとこ
ろが現れず開催できなかった事業があったため、案内を
出す時期や依頼方法（毎年地区を決めて依頼するなど）を
見直し、計画が立てやすいように案内を出すことなども検
討する。
令和2年度以前には、開催を予定していたが希望するとこ
ろが現れず開催できなかった事業があったため、案内を
出す時期や依頼方法（毎年地区を決めて依頼するなど）を
見直し、計画が立てやすいように案内を出すことなども検
討する。

79 総務課 非核平和都市宣言推進事業

　戦争の悲惨さと核兵器の危険性を伝えるため
の写真展の開催等を通じて、非核平和都市宣
言の意義を訴える活動を行い、住民への平和思
想の普及及び平和への願いを一層強固なもの
とする。

○非核平和講演会
　　被爆体験者による講演会の開催（希望のある公民館、
　　小中学校等）
○非核平和展
　　原爆写真パネルの展示、折鶴の展示（市内小学校児
　　童作成）、
　　非核平和関連情報提供など
○ミニ非核平和展
　　各地区公民館で、原爆写真ポスターの展示
○被爆アオギリ・クスニキ二世の植樹
　　市内小中学校に、被爆二世アオギリ・クスノキの植樹を
　　行う。
○黙とう実施の依頼
　　原爆犠牲者慰霊のための黙とう依頼
○非核平和図書の贈呈
　　保育園、小学校等に平和啓発図書を贈呈
○平和の鐘ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(原爆投下時刻に鳴鐘)参加依頼など
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３　すべての市民が学べる多様な学習形態や情報提供の充実
（１）生涯学習事業の情報提供及び学習相談への適切な対応

資料３ 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

83 協働推進課
地区公民館運営費
（公民館報）

地区公民館が各活動・事業の情報を提供する
ため公民館報を発行する。

各地区公民館で作成、発行 各地区公民館で作成、発行

A

計画とおり発行できた。 なし 各地区公民館で作成、発行

84 広報室 市報発刊配布

生涯学習に関するさまざまな情報を「とっとり市
報」でお知らせする。

毎月1回発行のとっとり市報により、生涯学習に関するさまざまな情報を
伝えるとともに、市報以外の広報媒体を活用して事業の模様を伝えるな
ど、広報・啓発活動の推進を図る。

市報での生涯学習に関する講座などの情報発信に加え、ケーブルテレ
ビなどでも企画番組として「地域療育セミナー」を放送を行った。

A

事業目的である市報での情報発信の達成に加えて、ケーブルテ
レビによる生涯学習活動の実施による。

引き続き、とっとり市報やケーブルテレビ等を用いて生涯
学習に関する広報活動等を推進する。

市報により、生涯学習に関するさまざまな情報を伝えるとともに、市報以
外の広報媒体を活用した広報活動を推進する。

（２）すべての市民がその能力や状態に応じて学習活動ができる機会の充実
担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

85 生涯学習・スポーツ課 ろうあ成人学級

社会人を対象とした、専門的な知識や技術の習
得や更新を図るリカレント教育を促進するととも
に、大学等が行っている公開講座等の充実を構
成します。

聴覚障がい者で構成される運営委員会を組織して、年間計画を立て事業を実
施。
社会動向に適応した講義の開催
しゃんしゃん祭りへの参加
社会見学
国際理解講座の開催

第1回運営委員会
講演会3回
（時局開催、新聞ができるまで、素晴らしい手話と出会うまで）
宇宙観測と天体望遠鏡作り

C

新型コロナの影響により、予定していた事業の半分以上を中止
としたが、運営委員と協議し感染対策を行いつつニーズに合っ
た学習機会を提供できた。

障がい福祉課に所管変更するとともに、事務局を社会福
祉協議会所属の手話通訳士の方に担っていただき、事務
の効率化を図りつつ、より細かい学級生のニーズに対応
する。

（障がい福祉課に予算流用）
障がい福祉課の委託事業と統合
令和3年度で廃止

86 障がい福祉課 ふれあい広場

市民の多くの方からの協力を得ながら障がいの
ある人を含めた市民交流イベントを開催し、まち
に福祉の輪を広げる。

コロナウイルス感染拡大への懸念により開催中止 開催中止

E

コロナウイルス感染拡大への懸念により開催中止となったため なし コロナウイルス感染拡大への懸念により開催中止

（３）情報通信技術を活用した学習の推進

担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

（４）その他（上記項目に該当しない事業）

担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画
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4 学習した成果を活かす仕組みづくりと人材育成
（１）指導者やリーダー、コーディネーター等の養成

資料３ 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

87 地域振興課
鳥取市過疎地域・中山間地域
人材養成事業

人材養成塾「とっとりふるさと元気塾」を開校し、
地域課題等に対し主体的に取り組むことのでき
る地域のリーダー・実践者を養成する。

ふるさと元気塾の後継事業として「「とっとりふるさとリーダーアカデミー」
を開催し、元気塾で育成したリーダー等のステップアップを図る。
・開校式リーダー総合研修会（1回）
・エリア別地域ゼミ（8回）
・テーマ別専門講座（6回）
・成果発表会（1回）
・個別相談窓口の設置（随時活動）

・開校式リーダー総合研修会は、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り中止
・エリア別地域ゼミ（8回）
・テーマ別専門講座（6回）
・成果発表会（1回）
・個別相談窓口の対応実施（随時）
・新規リーダー17人認定
　（元気塾からの累計292人）

AA

新型コロナウイルス感染症の影響により開校式が中止と
なったが、その後は感染症対策を行った上で、予定してい
たすべてのゼミを実施することができた。結果として、地域
リーダーを新規で17人養成することができ、元気塾からの
累計で292人となった。

元気塾9年間で育成したリーダーのさらなるステップアップ
として、新たな人材養成事業をスタートさせた。これによ
り、育成した人材による地域での実践、人材の掘り起こし
により、住民による地域活性化を図っていく。

・全体研修会（1回）
・エリア別地域ゼミ（8回）
・テーマ別専門講座（4回）
・麒麟のまち交流ゼミ（2回）
・成果発表会（1回）
・個別相談窓口の設置（随時活動）

（２）各種展示、発表会の開催
担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

88 長寿社会課 高齢者作品展

高齢者の仲間づくり、健康づくり、生きがいづくり
を図るため、年に一度、高齢者作品展を開催
し、自発的な学習意欲を醸成する。

開催場所：福祉文化会館
内容：日本画、短歌、俳句、生け花、手工芸、陶芸、書道、表装、油絵、
写真ほか

開催日：令和2年10月3日～4日
開催場所：福祉文化会館
内容：日本画、短歌、俳句、生け花、手工芸、陶芸、書道、表装、油絵、
写真、押し花、ワンピースほか
出品者数：166人
来場者数：235人

A

来場者数は新型コロナウィルス感染症の影響を受け減少
しているが、出品者数は昨年度と同数であることから、年
に一度の作品展が高齢者の自発的な学習意欲の醸成に
寄与していると考えられるため。

開催を継続することにより、高齢者の仲間づくり、健康づく
り、生きがいづくり、自発的な学習意欲の醸成を図る。

開催場所：福祉文化会館
内容：日本画、短歌、俳句、生け花、手工芸、陶芸、書道、表装、油絵、
写真ほか

89 長寿社会課 おとしより芸能大会

市内一円から集まった高齢者のグループが歌
や踊りを披露し、高齢者の仲間づくり、健康づく
り、生きがいづくりを推進する。（鳥取地域の「お
としより大運動会」と隔年で開催）

開催場所：市文化センター
内容：各参加地区による、歌・寸劇・詩吟・おどり等の芸能発表会

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

E

中止となったため 引き続き高齢者相互の親睦とともに生きがいづくりと健康
増進を図る。

｢おとしより芸能大会｣と｢おとしより大運動会｣を隔年で開催しており、令
和3年度は｢おとしより大運動会｣を開催する。

90 こども家庭課 保育園児童文化祭事業

子どもたちがあそびを通して豊かな体験や友達
との輪を広げる。

開催場所：県民文化会館
事業内容：年長児によるステージ演技、保育士によるふれあい遊び等の
実施

新型コロナウイルス感染症対策において、3密が避けられないことから、
事業を中止とする。

E

安全に事業内容を実施することが難しく中止にしたため ・子どもの安心安全を考え、「（株）鳥取テレトピアぴょん
ぴょんネット」を利用（動画）を検討。

年長児によるテーマ別・園ごとの録画。
①園紹介
②1曲の歌をみんなで歌い継ぐ。
③みんなで1曲を踊る。
・①～③のテーマで8～10グループに分かれ、録画したものを公開。

91 文化交流課 新市域文化協会事業支援

国府町を除く文化協会の活動の支援を通して鳥
取市域以外の文化事業の推進を支援する。

鳥取市文化芸術事業に関する補助金交付要綱に基づき、新市域の文化
団体（連合体）が実施する、研修、各種展示会、発表会等開催、会報の
発行などの事業を支援する。交付団体：福部、河原、用瀬、佐治、気高、
鹿野、青谷の７団体

福部、河原、用瀬、気高、鹿野、青谷の文化団体連合体の組織化活動支
援を実施。
補助金実績）福部：80千円、河原：180千円、用瀬：95千円、佐治：70千
円、気高：90千円、鹿野：130千円、青谷：105千円　計750千円 B

新市域の文化団体が行う各事業、活動に対し、計画どお
り支援を実施。令和２年度から佐治地域を追加

地域の文化芸術の持続・発展のため、引き続き、文化団
体連合体の組織化や活動を支援する。

鳥取市文化芸術事業に関する補助金交付要綱に基づき、新市域の文化
団体（連合体）が実施する研修、各種展示会、発表会等開催、会報の発
行などの事業を支援する。
交付団体：福部、河原、用瀬、佐治、気高、鹿野、青谷の７団体

92
文化交流課（新規）
（障がい福祉課より移
行）

フクシ×アートWEEK2020
第3回まちなか美術展
★R3より追加掲載

中心市街地において、来街者がアート作品を鑑
賞できる機会を提供することにより、文化芸術振
興、中心市街地活性化を図る。
また、障がいのある方のアート作品を展示する
ことにより、障がい者の社会参画の促進につな
げる。

期間：令和2年11/1～11/23
作品数：50点
会場：鳥取市内の商店街、中心市街地アーケード

期間：令和2年11/1～11/23
作品数：87点
会場：鳥取市内の商店街、中心市街地アーケード等(11か所)

A

シャッターアート展、ビッグフラッグ展など、当初計画より
発展した事業が展開できた。
障がい者への理解促進、文化芸術振興を同時に行い多く
の観覧者に気付きを与えることができた。

新規取組を増やし、さらなる発展を目指す。 未定

93 教育委員会福部町分室
公民館祭開催費
（教委福部町分室）

園児から一般の作品を一堂に展示公開し、広く
住民に活動を知ってもらう。

公民館まつりの中で、園児・児童・生徒・一般の作品展示、芸能発表会な
どを行う。

新型コロナウィルスの感染拡大防止等の観点から中止とした。

E

計画を実施できなかった。 福部町コミュニティセンターと体育館などを会場に実施し
ているが、令和2年度改修工事を行っており、今後は規模
を縮小等見直しを検討する。

公民館まつりの中で、園児・児童・生徒・一般の作品展示、芸能発表会な
どを行う。

94 協働推進課
公民館祭開催費
（鳥取市公民館まつり）

市内61地区公民館を拠点として活動している市
民が、丹精込めて制作した作品の数々や、練習
を重ねた様々な分野の芸能などの1年間の成果
を発表する場として開催し、公民館活動の活性
化と生き生きとした地域づくりの推進を図ること
を目的とする。

11月下旬頃、開催予定 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、やむなく中止した。

E

新型コロナ禍の中で計画とおり実施できなかった。 ・「鳥取市公民館まつり見直し検討委員会」を設置し、まつ
り全般について見直しを行う。
・作品展示の周知を図るため、利便性の良い市民交流セ
ンターを会場として計画する。

・時期は未定
・芸能発表会は会場の都合で利用できないため中止とする。
・作品展示は会場を変更し、鳥取市市民交流センターで開催する。

95 協働推進課 公民館祭・地区文化祭

各地区公民館の活動・事業である公民館祭・地
区文化祭を開催し、地域の文化活動とコミュニ
ティの推進を図る。

各地区公民館で実施 計画とおり開催（4館）できたところもあるが、新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、やむなく中止（32館）又は規模縮小（21館）のうえ実施
した。

E

新型コロナ禍の中で計画とおり実施できなかった。 なし 各地区公民館で実施

96 教育委員会河原町分室 河原町文化祭

文化祭を通じて、河原地域の住民が創り出した
音楽芸能・芸術文化活動を発表し豊かで潤いの
ある文化の香りを共有する。さらに、住民相互の
ふれあいと交流を深め地域文化の向上を図る。

開催期日：令和2年11月6～8日
開催場所：河原町コミュニティセンター他
実施内容：作品展示、音楽芸能発表会、バザー、お茶席、人権講演会
延来場者：2,000人

開催期日：令和2年11月6～8日
開催場所：河原町コミュニティセンター他
実施内容：作品展示等
延来場者：550人 E

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、規模を縮小
して開催したため

今後も継続して開催する。 開催期日：令和3年11月5～7日
開催場所：河原町コミュニティセンター他
実施内容：作品展示、音楽芸能発表会、バザー、お茶席、人権講演会
延来場者：2,000人

97 鳥取市保健所
健康・子育て推進課

鳥取市民健康ひろば

一人ひとりが元気で楽しく暮らせるまちを目指し
て策定した「とっとり市民元気プラン2016」の推
進することを目的とする

新型コロナウイルス感染症流行防止のため、今年度は事業実施しない（5
月18日開催の実行委員会において決定）

事業実績なし

E

新型コロナウイルス感染症流行防止により、事業の実施
ができなかったため

開催時期、場所、内容の再検討 新型コロナウイルス感染症流行状況を考慮しながら、実施の可否を含め
方法を検討していく
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98 農政企画課
ふるさとの味祭り事業費
（自然のめぐみ感謝祭）

生産者と消費者の交流を促進し、本市の農林水
産物に対する消費者の理解を深め、地産地消
を推進して農林漁業者の所得向上を図る。

開催場所：鳥取市賀露町「わったいな」周辺
内容：鳥取藩の伝統料理「イモコン鍋」を軸に、本市で収穫された農林水
産物、加工品、手づくり料理の販売等の収穫祭（いなば農産物フェスタ）
に参加し、本市農産物のPRと消費者交流を促進する。
来場予定者数：30,000人　開催予定日：10月第2土日

新型コロナ感染症拡大防止のため事業中止

E

新型コロナ感染症拡大防止のため事業中止 なし 開催場所：鳥取市賀露町「わったいな」周辺
内容：鳥取藩の伝統料理「イモコン鍋」を軸に、本市で収穫された農林水
産物、加工品、手づくり料理の販売等の収穫祭（いなば農産物フェスタ）
に参加し、本市農産物のPRと消費者交流を促進する。
来場予定者数：10,000人　開催予定日：10月第2土日
※新型コロナ感染症対策による入場制限等を想定のうえ、来場者予定数
を減

99 教育委員会用瀬町分室 用瀬町ふれあいまつり

日ごろの生涯学習の発表の場とするとともに、
学習情報、生活情報の発信の場として広く市民
に提供し、市民一人ひとりの学習意欲を高め、
学習活動への参加を促進することで、生涯学習
の一層の振興を図る。

第30回生涯学習もちがせふれあいまつり
用瀬町における一年間の生涯学習の成果を発表するイベントを開催。農
業部門については、収穫時期の関係により、開催日を分けパート2として
実施。
パート1　10月24日(土)～25日(日)2日間
パート2　11月予定

中止

E

中止 事業内容、運営方法の見直しを行い、来場者の安全を確
保しながら開催できるよう検討する。

第30回生涯学習もちがせふれあいまつり
用瀬町における一年間の生涯学習の成果を発表するイベントを開催。農
業部門については、収穫時期の関係により、開催日を分けパート2として
実施。
パート1　10月16日(土)～17日(日)2日間
パート2　11月予定

100 気高町地域振興課 気高ときめきまつり

郷土文化の発展と文化水準の向上に資するた
め、作品展示、芸能発表会を開催することによ
り、市民の文化に関する意識の高揚を図る。

令和2年10月31日（土）、11月1日（日）開催予定。 令和2年8月3日（月）実行委員会にて中止を決定。

E

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、イベント中止と
した。

新型コロナウイルスの感染状況を考慮し、必要な対策を
講じたうえで文化・サークル活動の発表の場、地域住民の
交流の場として可能な範囲で開催する。作品展示、芸能
発表、ハンドアートマルシェ、屋台村、体験コーナー、コン
サートなど。目的を確認しながら見直していく。

令和3年10月30日（土）、10月31日（日）開催予定。

101
障がい福祉課
（R2より文化交流課(一
覧表92番)へ所管替え）

障がい者アート作品展

鳥取市障がい者福祉週間（5/23～29）の関連事
業として開催するもので、市内の障害福祉サー
ビス事業所や施設などで日頃から芸術活動・創
作活動に取り組んでいる障がいのある方の作品
を展示

未定 ※文化交流課へ所管替え

-

（３）ボランティアの育成及び活動の活性化

担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

102 長寿社会課 ボランティアバス運行

市民が社会奉仕活動やその活動に関する研修
を行う場合、その利便を供するため、ボランティ
アバスを運行する。

対象者:市民または市内に事務所などを有する団体（10名以上）
運行時間：午前9時から午後4時(年末年始除く)
運行範囲：鳥取市内
市社会福祉協議会へ事業委託

利用回数：16回
利用人数：185人

B

業務が支障なく遂行できた。 公共交通機関利用促進事業への転換などの検討が必要
である。

対象者:市民または市内に事務所などを有する団体（10名以上）
運行時間：午前9時から午後4時(年末年始除く)
運行範囲：鳥取市内
市社会福祉協議会へ事業委託

103 教育委員会気高町分室
気高スカロッツプ杯中学生バ
レーボール選手権大会

中学生に広くバレーボール実践の機会を与え、
技術の向上とスポーツマン精神の高揚をはか
り、心身ともに健康な中学生を育成することを目
的とする。

開催日：令和3年3月未定（土)、（日)
開催場所：気高町農業者トレーニングセンター・青谷町農林漁業者トレー
ニングセンター
競技方法：1グループ3チームでリーグ戦を行い、各グループの1,2,3位
チーム同士で順位決定戦を行う。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、イベント中止とした。

E

新型コロナウイルス感染拡大によるイベント中止のため 特になし 開催日：令和3年3月未定（土)、（日)
開催場所：気高町農業者トレーニングセンター・青谷町農林漁業者トレー
ニングセンター
競技方法：1グループ3チームでリーグ戦を行い、各グループの1,2,3位
チーム同士で順位決定戦を行う。

104 観光・ジオパーク推進課 観光ボランティアガイド事業

観光ガイドを養成して、観光客に鳥取市の魅力
をＰＲし、おもてなしの心による観光振興を図
る。

観光ボランティアガイド団体の活動支援
（ガイド活動、まちめぐりガイドマップの作成、観光ガイドの養成）

・観光ガイド詰所「きなんせぇ家」の設置（9月26日～11月30日）。※例年、
8月を除く4月～12月。
・観光ボランティアガイド団体の活動支援及び観光ガイド向け現地研修の
実施。
・観光ガイドによる案内人数1,238人（対前年13％）。 C

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、きなんせぇ家
設置期間を短縮。ガイドの案内件数も伸び悩んだため。

ボランティアガイド団体活動支援の充実及び実態の把握。 観光ボランティアガイド団体の活動支援
（ガイド活動、観光ガイドの養成）

105 観光・ジオパーク推進課
民間登録サポーター運営支援
事業
【国際観光】

国際観光客サポートセンターの開設に伴い、鳥
取市内の観光地や交通機関の通訳ガイド等を
ボランティアで行う国際民間サポーターの登録
拡充と活動支援を行う。

国際観光客サポートセンターが実施する国際観光客民間サポーター運
営事業を支援する。

活動回数　実施なし（新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動自
粛）
研修会　2回
観光研修情報の提供　2回
新規民間サポーター正式登録　3名

D

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、活動は自粛し
研修会のみの実施としたため。

活動・研修会の継続実施 国際観光客サポートセンターが実施する国際観光客民間サポーター運
営事業を支援する。

（４）人材登録制度の充実

担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

106 観光・ジオパーク推進課
民間登録サポーター運営支援
事業
【再掲】

国際観光客サポートセンターの開設に伴い、鳥
取市内の観光地や交通機関の通訳ガイド等を
ボランティアで行う国際民間サポーターの登録
拡充と活動支援を行う。

国際観光客サポートセンターが実施する国際観光客民間サポーター運
営事業を支援する。

活動回数　実施なし（新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動自
粛）
研修会　2回
観光研修情報の提供　2回
新規民間サポーター正式登録　3名

D

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、活動は自粛し
研修会のみの実施としたため。

活動・研修会の継続実施 国際観光客サポートセンターが実施する国際観光客民間サポーター運
営事業を支援する。

107 生涯学習・スポーツ課
高齢者生きがい促進総合事業
（高齢者人材活用事業）

優れた知識、技能を有する高齢者を募り、講師
あるいは助言者として、各地域で開催される講
演会等に参加・派遣を行う。

派遣回数：10回
参加者数：800人

派遣回数：2回
参加者数：33人

C

当初計画より回数・参加者数ともに少なかったため。 麒麟のまちアカデミーとして、講師リストの見直し、広報範
囲の拡大等制度の見直しを検討する

派遣回数：10回
参加者数：800人

（５）その他（上記項目に該当しない事業）

担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

108 教育委員会河原町分室 河原地域市民スポーツの日

市民の健康増進及び生涯スポーツの普及拡大
を願い、子どもから高齢者までがスポーツに楽
しむ日として定着を図る。

ニュースポーツ教室・大会
開催期日：令和2年11月1日（日）
開催場所：鳥取市河原町総合体育館

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

E

未開催のため 各種ニュースポーツ教室・大会の実施を検討する。 ニュースポーツ教室・大会
開催期日：令和3年11月予定
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5 地域社会の課題解決力・教育力向上と+A:X家庭教育の強化
（１）地域が抱える課題解決に向けた学習機会の提供

資料３ 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

109 生涯学習・スポーツ課
地区公民館事業
（特色ある公民館活動事業）
【再掲】

地域の特性を踏まえて、特性を活かしながら、
公民館独自の発想で事業を企画・実施する。

地区公民館において特色ある公民館活動事業の開催 全62地区公民館（分館1館含む）で実施。
実施回数：450回
延べ参加者数：7,855人

C

新型コロナの影響で当初の計画通りの事業実施とはいか
なかったが、実施可能な事業変更や制限の中、年間を通
して事業を実施できた。

各地区がそれぞれ事業目的を達成できるよう必要に応じ
て支援していく。

地区公民館において特色ある公民館活動事業の開催

（２）家庭、地域における子育てに関する学習の推進及び情報の提供
担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

110 学校教育課
魅力と徹底の学力向上推進事業
（基礎学力定着支援事業）

小中学校の児童生徒を対象に、学校と地域の
基礎学力定着支援者が連携し、放課後及び長
期休業を利用した学習活動を実施し、基礎学力
の定着を図る。

全小・中・義務教育学校の児童生徒を対象に、基礎学力定着支援者が
年間50回以内、授業後下校までの時間及び長期休業等を利用して基礎
学力定着支援を実施する。外国人等児童生徒を対象に教科等の個別指
導の実施を希望する場合は、上記とは別に年間35回以内実施できる。

定着支援者129名が、51校2,189名を対象に2,584回実施した。外国人等
児童生徒に対しても、定着支援者2名が2校2名に9回実施した。

B

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により定着支援者
を確保できないなどの理由から、5校で実施することがで
きなかった。

定着支援者の確保にあたって、中学校区における人材の
連携や地域との連携を積極的に進める。

全小・中・義務教育学校の児童生徒を対象に、基礎学力定着支援者が
年間50回以内、授業後下校までの時間及び長期休業等を利用して基礎
学力定着支援を実施する。外国人等児童生徒を対象に教科等の個別指
導の実施を希望する場合は、上記とは別に年間35回以内実施できる。

111 学校教育課
地域で育む学校支援ボランティ
ア事業

小中学校に地域ボランティアを配置し、生活支
援や学習支援、環境整備などの支援活動を行
い、学校と地域が協働し児童生徒へのきめ細や
かな対応の充実や安心安全な学校生活を実現
する。

他事業へ移行

-

112 生涯学習・スポーツ課 家庭教育学級

子育てに関する助言を行う家庭教育相談員の
資質向上と会員相互の情報交換を行い、子育
て相談を行う。

-

113 生涯学習・スポーツ課
子育て講座
（家庭教育支援事業）

家庭教育に関する学習機会を提供することによ
り、家庭の教育力の向上を図る。

幼児期講座 　　　　　15回
小学校入学前講座　43回

幼児期講座　 　　　　0回
小学校入学前講座　43回

B

新型コロナの影響で当初の計画通りの事業実施とはいか
なかったが、感染対策を行い小学校入学前講座は全校実
施できた。

引き続き高い満足度を維持できるよう努める。 幼児期講座 　　　　　15回
小学校入学前講座　43回

114 観光・ジオパーク推進課
山陰海岸ジオパーク校外学習
支援事業

　地域資源を活かした体験学習を実施すること
で、地質的な学習はもとより、歴史、文化、気候
風土など地域の特徴ある魅力を学び、郷土愛を
育てる。

ゲストティーチャー派遣、校外学習借上げバス代の支援を行う。 校外学習借上げバス代支援：全43校中38校（2,195人）

B

コロナ禍においても、秋口から校外学習の支援を行うこと
ができた

継続して実施していく ゲストティーチャー派遣、校外学習借上げバス代の支援を行う。

（３）学校内外での安全確保など子どもたちを育む地域ボランティアの育成
担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

115 生涯学習・スポーツ課
青年団体育成事業
（青少年育成鳥取市民会議補
助）

青少年問題の解決を図るため 補助金交付予定：各地区協議会　39地区
明るいまちづくりモデル地区：2地区

補助金交付予定：各地区協議会　37地区
明るいまちづくりモデル地区：2地区

A

各地区協議会に補助金を交付することにより各地区の青
少年健全育成のための活動を支援することができたと考
えられるため。

今後も各地区の青少年健全育成のため補助金を交付し
活動を支援していく。

補助金交付予定：各地区協議会　39地区
明るいまちづくりモデル地区：2地区

（４）ＰＴＡや子ども会等の子どもたちを取り巻く地域団体の組織強化と活動の充実
担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

116 生涯学習・スポーツ課 PTA育成事業

PTA活動の指導者を養成するため小・中学校
PTA連合会と連携して、研修会を開催する。

感謝状贈呈：小、中学校PTA連合会
PTA連合会補助金

感謝状贈呈
小、中学校PTA連合会計45人（小学校：34人、中学校11人）
補助金の交付（20万円）

A

PTA活動の振興に功労のあった方へ感謝状を贈呈し、
PTAの健全な育成、発展に努めるとともに、PTA連合会補
助金を執行し、PTA連合会事務の負担軽減に務めたた
め。

PTA連合会事務の負担軽減策についての検討を行う。 感謝状贈呈：小、中学校PTA連合会
PTA連合会補助金の執行

（５）地域における子ども達の体験活動機会の充実
担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

117 学校教育課
児童生徒交流体験事業
（地域で学ぶ職場体験活動事
業）

中学生が地域の中で様々な社会体験活動を行
うことで、地域の人々と共に生きる心や感謝の
心を育み、「生きる力」の基礎となる人間性や、
自ら課題を見つけ解決していこうとする意欲、態
度を醸成する。また、地域社会で生徒を育むと
いう意識の高揚を図る。

鳥取市立中学校および義務教育学校の特定学年生徒全員が、学校ごと
に数名ずつのグループに分かれ、各学校で設定した連続する3～5日間、
地域の事業所や施設等で職場体験活動を行う。
活動の円滑な実施及び指導ボランティアの確保等のために、鳥取市「ワ
クワクとっとり」推進協議会を設置する。

新型コロナウイルス感染症拡大に鑑み、本年度の事業実施は中止とし
た。

E

新型コロナウイルス感染症により、職場体験を実施する事
業所から受入れが難しいという回答が多数あり、鳥取市と
して中止としたため。

実施計画に加え、新型コロナウイルス感染防止対策とし
て、代替活動の実施も可能とする。ただし、教育課程上の
位置づけと、系統的なキャリア教育の取組となるように留
意する。

鳥取市立中学校および義務教育学校の特定学年生徒全員が、学校ごと
に数名ずつのグループに分かれ、各学校で設定した連続する3～5日間、
地域の事業所や施設等で職場体験活動を行う。新型コロナウイルス感染
症拡大対策として、系統的なキャリア教育の一環とした代替活動の実施
も可能とする。
活動の円滑な実施及び指導ボランティアの確保等のために、推進協議会
を設置する。

118 学校教育課
児童生徒交流体験事業
（中山間地域ふるさと体験活動
支援事業）

小学校の児童が農山村での生活体験を通じて、
豊かな人間性と社会性などを育むとともに、ふる
さとの自然や文化のすばらしさや人の温かさに
触れることにより、ふるさとを想うこころを育む。

15小学校において、佐治町内での1泊2日および2泊3日の農山村体験活
動を実施する。
・参加予定児童数　720人

15小学校において、佐治町内での農山村体験活動を実施した。新型コロ
ナウイルス感染症に鑑み、泊を伴う活動を実施した学校は、5校であっ
た。
・参加児童数　743人 B

15小学校すべてが、佐治町内での1泊2日の農山村体験
活動を予定していたが、新型コロナウイルス感染症拡大
対策のため、日帰り体験活動への変更があったため。

実施計画のとおり、小・義務教育学校（前期課程）で実施
する。

12小学校において、佐治町内での1泊2日の農山村体験活動を実施す
る。
・参加予定児童数　531人

119 学校教育課 放課後子ども教室推進事業

放課後の小学校児童の安全で健康的な居場所
を確保と、勉強やスポーツ・文化活動等を通じて
地域住民との交流を図り、子ども達が地域社会
の中で心豊かに育まれる環境づくりを推進す
る。

明治・東郷・久松小学校区において、地区公民館・学校を拠点に放課後
子ども教室を開設。地域住民が地域コーディネーター、協働活動支援
員、協働活動サポーターとして参画し、勉強やスポーツ・文化活動等を実
施する。

明治・東郷・久松小学校区において、地区公民館・学校を拠点に放課後
子ども教室を開設。地域住民が地域コーディネーター、協働活動支援
員、協働活動サポーターとして参画し、勉強やスポーツ・文化活動等を実
施した。

A

放課後の小学校児童の安全で健康的な居場所の確保
と、勉強やスポーツ・文化活動等を通じて地域住民との交
流を図り、子ども達が地域社会の中で心豊かに育まれる
環境づくりを推進することができたと考えられるため。

午前5時間制を導入している学校においても、必要があれ
ば開設する。

明治・東郷・久松小学校区において、地区公民館・学校を拠点に放課後
子ども教室を開設。地域住民が地域コーディネーター、協働活動支援
員、協働活動サポーターとして参画し、勉強やスポーツ・文化活動等を実
施する。
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120 生涯学習・スポーツ課
小・中学生ものづくり人材育成
事業

ものづくりの体験を通じて、将来の鳥取市を担う
人材を育む。小・中学校や公民館等からの要望
を受け、鳥取市がアドバイザーを派遣する。

ものづくりアドバイザー活動
派遣回数　70件
（講師謝金　5,000円→4,000円）

ものづくりアドバイザー活動
派遣回数　14回
派遣人数　21人

B

アドバイザー派遣回数は減少したが、手づくり工作キット
の配布によって、様々な年齢や地域の小・中学生にもの
づくりの機会を提供することができたため。

アドバイザー派遣の継続支援。 ものづくりアドバイザー活動
派遣回数　70件

121 生涯学習・スポーツ課 ものづくり道場推進事業

地域の指導者の発掘・養成を行い、ものづくり人
的ネットワークの拡充を図る。そして、地域ぐる
みで地域の科学・技術や産業を支える候補人材
の養成を行う。

ものづくり道場指導者養成講座
ものづくりカフェ
ものづくりイベント
ファブラボとっとりの普及・拡大

ものづくり道場指導者養成講座
ものづくりイベント　計3回
会員研修　計10回

A

指導者の専門性の向上やネットワーク化を図りつつ、もの
づくりイベントを開催することで、子どもたちがものづくり体
験活動に親しむことができる機会を提供した。

ものづくり協力会議等と連携し、多くの子どもたちに様々
なものづくりを通じた学びの機会を提供していく。

ものづくり道場指導者養成講座
ものづくりカフェ
ものづくりイベント
ファブラボとっとりの普及・拡大

122 生涯学習・スポーツ課 青年のイベント助成事業

健全な青少年の育成と青年組織の活性化を図
る。

青少年を対象とした事業を実施する団体に活動費の一部の補助を行う。
予算：80,000円（1団体）

助成団体：なし

D

広報活動を行ったが、新型コロナの影響を受け、一堂に
会したイベントを開催する団体が無かったものと思われ
る。

周知の方法等を見直し、健全な青少年の育成と青年組織
の活性化に努めていく。

青少年を対象とした事業を実施する団体に活動費の一部の補助を行う。
予算：80,000円（1団体）

（６）その他（上記項目に該当しない事業）

担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

123 生涯学習・スポーツ課 少年スポーツ指導者研修会費

少年スポーツクラブ指導者を対象とした研修会
を開催。技術のみならず、心と体の成長に即し
た議題で開催し、スポーツを通じた子供たちの
健全育成を目指す。

少年の心と体の成長に即した議題で、指導者や保護者を対象とした研修
会等を開催。
スポーツを通じた子供たちの健全育成の啓発を行う。

研修会を1回開催（東部スポーツ少年団と共催）
開催日：令和3年1月24日（日）10:00-12:00
演題：「少年期におけるトレーニングとケガ予防について」講師　おおもり
トレーナーRoom　大森　浩司　氏

参加者：12名 C

新型コロナウイルス感染症の影響もあり、参加者が減少し
たため。

事業継続
＊本市のスポーツ推進計画も踏まえ研修内容について検
討する。

少年の心と体の成長に即した議題で、指導者や保護者を対象とした研修
会等を開催。
スポーツを通じた子供たちの健全育成の啓発を行う。

124 さじアストロパーク 出張観察会

公民館、小・中学校、子ども会等の住民に対し、
望遠鏡を持参しての天体観察会をおこない星に
興味を持ってもらう。

公民館、小・中学校、子ども会等の要望により天体望遠鏡を持参して天
体観察会をおこなう。
103cm望遠鏡でとらえた天体画像等を活用した宇宙や星の話をおこな
う。
工作教室、実験教室、講演会等の要望にも対応する。

①天体望遠鏡を持参しての星の観察会
　回数　9回、参加人数　323人
②工作教室等
　回数　9回、参加人数　301人
③講演・講座等
　回数　35回、1,745人

A

新型コロナウイルスの影響で、公民館向け出前観察会は
減少したが、小中学校向け出前授業、鳥取大学地学講義
は順調に実施できた。出前授業のメニューに移動プラネタ
リウムを取り入れるなど、内容の充実に努めることができ
た。

新型コロナウイルスの感染状況を見極めながら、公民館
向けの出前観察会について積極的に連携していく。小中
学校、鳥取大学向けの事業は、メニューの充実を図りな
がら実施を進める。

公民館、小・中学校、子ども会等の要望により天体望遠鏡を持参して天
体観察会をおこなう。
103cm望遠鏡でとらえた天体画像等を活用した宇宙や星の話をおこな
う。
工作教室、実験教室、講演会等の要望にも対応する。

125 学校教育課 放課後児童対策事業

昼間保護者が就労のため家にいない小学校児
童を放課後預かり、適切な遊び及び生活の場を
与えることで健全育成を図る。

小学校区単位で開設している放課後児童クラブを、保護者会やNPO法人
に委託し運営する。（71クラブ）
また、運営形態の検討を行う。

小学校区単位で開設している放課後児童クラブを、保護者会やＮPO法
人に委託し運営した。（71クラブ）
また、運営形態の検討を行った。

A

昼間保護者が就業のため家にいない小学校児童を放課
後預かり、適切な遊び及び生活の場を与える環境づくりを
図ることができていると考えられるため。

年々増加する放課後児童クラブについて、運営形態を検
討することで、保護者会等の負担軽減を図る。

小学校区単位で開設している放課後児童クラブを、保護者会やＮPO法
人に委託し運営する。（74クラブ）
また、運営形態の検討を行う。

126 教育委員会用瀬町分室 青少年教育振興事業

青少年教育に関わる情報を提供するとともに、
市民の要望に応えた講演会、研修会等実施す
る。また、子ども会の活動強化とそれを支える
リーダーの育成を行い青少年教育の充実を図
る。

子どもと保護者を含む子ども会活動の活性化及びその他の青少年健全
育成活動。
・野外活動：9月下旬　水辺の楽校広場
・子どもまつり：10月25日（日）　創作活動等

野外活動：10月24日（土）規模縮小し実施。
子どもまつり：新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。

D

新型コロナウイルス感染拡大防止のため規模縮小や中止
を余儀なくされたため

運営方法の見直しを行うなど参加者の安全を確保しなが
ら開催できるよう検討する。

子どもと保護者を含む子ども会活動の活性化及びその他の青少年健全
育成活動。
・野外活動：9月下旬　水辺の楽校広場
・子どもまつり：10月24日（日）　創作活動等

127 生涯学習・スポーツ課
子どもフェスティバル開催運営
事業

子どもの健全育成と福祉増進に寄与するため 第25回子どもフェスティバル
日時：令和2年10月
場所：とっとり出合いの森公園
内容：遊びのコーナーなど

事業中止

E

新型コロナの影響により事業中止 新型コロナ感染状況をみて開催 第26回子どもフェスティバル
日時：令和3年10月
場所：とっとり出合いの森公園
内容：遊びのコーナーなど

128 生涯学習・スポーツ課 少年愛護センター運営事業

非行の未然防止と意識啓発を通して青少年の
健全育成を図る。

補導員人数　 　265人
補導予定回数　220回

補導員人数　 　　　　　　　　　 267人
補導実施回数 　　　　　　　　　184回
従事した補導員の延べ人数　922人
補導件数　 　　　　　　　　　　　1,407件 B

新型コロナの影響により事業中止期間はあったが、少年
補導員の協力により、中止期間以外は概ね事業実施でき
た

優しい声かけを心掛けた巡回パトロールを実施し、市内の
青少年との信頼関係を構築するとともに関係機関との連
携を深め、情報共有を行いながら、市内の少年の動向を
見守る。

補導員人数 　　254人
補導予定回数　220回
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６ 伝統文化・芸能・芸術の学びを通した継承及び活用と振興
（１）伝統芸能や地域に伝わる技能などの保存・伝承・発信のための取り組み

資料３ 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

130 教育委員会佐治町分室
さじ谷昔語り
（昔のさまざまな生活や手仕事
について学ぶ）

温故知新
「佐治町の古きをたずねて新しくを
知る」
身近な昔のさまざまな生活や手仕
事を学ぶことにより、貴重な伝統
工芸などの製作技術の保存伝承
を図り、郷土理解と次世代への語
り継ぎを目的とする。

①国登録有形民俗文化財「佐治の板笠」の保存伝承並びに、後継者育
成を目標とした講座（教室の開催）を開する。

②佐治町の古老より、さまざまな郷土の昔の手仕事や生活を学び、郷土
理解と次代への語り継ぎを図る講座を開催。

①国登録有形民俗文化財「佐治の板笠」の保存伝承並びに、後継者育
成、地域特産品化を目標とした講座（教室の開催）を定例的に実施する
予定でしたが、コロナ禍のため中止としました。

②佐治町の古老より、さまざまな郷土の昔の手仕事や生活を学び、郷土
理解と次代への語り継ぎを図る講座の開催もコロナ禍のため実施できな
かった。

E

計画どおりできたなったため、「E]判定とした。 材料の確保が困難な状況になっていますが、国登録有形
民俗文化財の保存・伝承のため、後継者の育成、材料の
確保に注力したい。当面、材料の確保ができるまでは、地
域特産品化はできないと判断します。

①国登録有形民俗文化財「佐治の板笠」の保存伝承並びに、後継者育
成を目標とした講座（教室の開催）を開する。

②佐治町の古老より、さまざまな郷土の昔の手仕事や生活を学び、郷土
理解と次代への語り継ぎを図る講座を開催。

131 教育委員会佐治町分室 ふるさとの歴史講座

郷土の歴史と文化を学び、郷土理
解と次世代への語り継ぐことを目
的とする。

佐治町の貴重な歴史や文化を守り、後世に残していくため佐治町の歴
史・文化等について講座を年間4回程度開催する。
新規参加者のための入門的な講座の開催。

コロナ禍のため実施できなかった。

E

計画どおりできたなったため、「E]判定とした。 12年を経過し、講座内容の見直しと、新たな参加者を獲
得する工夫が必要となってきている。
新規参加者のための入門的な講座の開催も検討する必
要がある。

佐治町の貴重な歴史や文化を守り、後世に残していくため佐治町の歴
史・文化等について講座を年間4回程度開催する。
新規参加者のための入門的な講座の開催。

132 教育委員会福部町分室
公民館祭開催費
（教委福部町分室）

園児から一般の作品を一堂に展
示公開し、広く住民に活動を知っ
てもらう。

公民館まつりの中で、園児・児童・生徒・一般の作品展示、芸能発表会な
どを行う。

新型コロナウィルスの感染拡大防止等の観点から中止とした。

E

計画を実施できなかった。 福部町コミュニティセンターと体育館などを会場に実施し
ているが、令和2年度改修工事を行っており、今後は規模
を縮小等見直しを検討する。

公民館まつりの中で、園児・児童・生徒・一般の作品展示、芸能発表会な
どを行う。

133 気高町地域振興課 睦逢うぐい突きまつり

大堤池に伝わる漁法「うぐい突き」
を地域の伝統行事として伝承する
ことで、地域住民の親睦を深め、
観光客の誘致・観光振興を図る。

令和2年10月上旬開催予定 10月4日(日)「逢坂うぐい突きまつり」
参加者：約200人

B

うぐい突き保存会による漁法の実演やうぐい突きを体験し
て、伝統漁法の継承が図れた。

保存会の会員の拡充とともに、周辺地域からの参加者や
学生をさらに呼び込みイベントを盛り上げるよう工夫して
いく必要がある。

令和3年10月上旬開催予定

134 観光・ジオパーク推進課
岩国祭り派遣事業／姫路お城
まつり派遣事業
【再掲】

本市の郷土芸能「しゃんしゃん傘
踊り」を派遣し、本市の観光宣伝
及び姉妹都市岩国市、姫路市との
交流を深める。（岩国市派遣事業
は隔年で事業実施）

岩国まつり、姫路お城まつりで行われるパレードにしゃんしゃん傘踊り連
を派遣。

コロナによる規模縮小で参加依頼なし

E

コロナによる規模縮小により参加依頼がなく、事業未実施
の為。

継続して実施 姫路お城まつりで行われるパレードにしゃんしゃん傘踊り連を派遣。

135 国府町地域振興課 大伴家持大賞短歌募集事業

因幡国司大伴家持にちなみ日本
全国から短歌を募集・表彰し、地
域文化の継承と振興を図る。

期日：10月第3日曜日
会場：国府町コミュニテイセンター
短歌募集を行い、大伴家持大賞として表彰式を行う。事前に募集した短
歌を、大伴家持大賞短歌講座として会場で公開講評を行う。

期日：10月18日（日）
会場：国府町コミュニテイセンター
短歌募集テーマを「持」とし、大伴家持大賞として表彰式を行った。

A

前年を上回る数の短歌が応募され、計画は十分に達成で
きた。

国府地域の活性化策として、より一層の内容充実を図る。 期日：10月17日（日）
会場：国府町コミュニテイセンター
短歌募集を行い、大伴家持大賞として表彰式を行う。
表彰式後に基調講演を実施する。

136 国府町地域振興課 万葉集朗唱の会開催事業

万葉集を編纂した大伴家持が万
葉集最後を飾る歌を詠んだことに
因んで朗唱を行う。広く参加者を
募り、万葉歌を朗唱することによっ
て万葉集への理解や親しみを深
める。

期日：10月第3日曜日
会場：因幡万葉歴史館　伝承館
大伴家持が詠んだ万葉集470余首を、万葉衣装を着て自由に朗唱する。
同時開催として、曲水の宴、こどもパレ―ド万葉茶席、地産地消出店コー
ナーなど。

新型コロナウイルス感染予防のため、イベントを中止とした。

E

計画どおりに事業をすることができなかった。 感染対策に考慮しながら事業の実施方法を検討する。 期日：10月17日（日）
会場：因幡万葉歴史館　伝承館
大伴家持が詠んだ万葉集470余首を、万葉衣装を着て自由に朗唱する。
同時開催として、曲水の宴、万葉茶席、地産地消出店コーナーなど。

137 国府町地域振興課 因幡の傘踊りの祭典開催事業

鳥取県内、兵庫県但馬地方等の
傘踊り団体が一堂に会し、踊りの
披露と互いの技術の向上を目指
すとともに、来客者の関心・知識を
深めていただき傘踊りの普及と発
展を図る。

期日：8月第3土曜日
会場：因幡万葉歴史館　伝承館
近隣町村からの各団体、地元小中学生による傘踊りの披露。手笠踊りの
披露。因幡の傘踊り体験コーナー。特産品の出店。

新型コロナウイルス感染予防のため、イベントを中止とした。

E

計画どおりに事業をすることができなかった。 感染対策に考慮しながら事業の実施方法を検討する。 期日：8月中旬
会場：因幡万葉歴史館　伝承館
近隣町村からの各団体、地元小中学生による傘踊りの披露。手笠踊りの
披露。因幡の傘踊り体験コーナー。特産品の出店。

B

事業実施については概ね計画どおり順調に実施できた。
しかし、新型コロナウイルスの感染拡大防止対策の為昨
年度に比べ、佐治谷話の語りの回数及び庚申待の回数
が減少となったため「B」判定とした。

一日も早い新型コロナウイルスの終息を願いながら、佐治
谷話を後世に語り残すため、事業実施しながら新たな会
員の掘り起こしと育成に力を入れていきたい。

佐治谷話の保存伝承のため、佐治歴史民俗資料館「民話の館」にて、佐
治谷話の語りの会等と、地域の民俗行事の「庚申待」等を実施する。

①佐治谷話保存伝承のための定例会を実施
　　月1回程度開催
②佐治谷話の語り
　　民話の館等での求めに応じての民話語りの実施
③庚申待(民俗行事)2回開催
④民俗行事の開催協力
　　春の七草・節分・桃の節句
⑤他団体・イベントなどへの参加・交流
　とりアート2021等への参加
  鳥取県民話サークル連合会活動への参加
  　（役員会等への参加）
⑥活動拠点の「民話の館」の清掃活動等の実施

佐治谷話の保存伝承のため、佐治歴史民俗資料館「民話の館」にて、佐
治谷話の語りの会等と、地域の民俗行事の「庚申待」等を実施する。
とりわけ、後継者の育成にも力を入れる。

佐治谷話の保存伝承のため、佐治歴史民俗資料館「民話の館」にて、佐治谷話
の語りの会等と、地域の民俗行事の「庚申待」等を実施する。
①佐治谷話保存伝承のための定例会を実施：月1回(7回開催)
②佐治谷話の語り
民話の館等での求めに応じての民話語り
　口演回数：36回　口演話数：181話   　  語り部数：46名
　聞き手数：655名
③庚申待(民俗行事)1回開催
 ・令和3年2月16日(火)
④民俗行事 　　3回開催
・春の七草  　　令和3年1月7日(木)
・節分　　　　　　 2月3日(水)
・桃の節句     　3月3日(水)
⑤他団体・イベントなどへの参加・交流
・とりアート2020等への参加（倉吉市）
・鳥取県民話サークル連合会活動（倉吉市）
・役員会等への参加（2回）

⑥活動拠点の「民話の館」の清掃活動等の実施（1回）

129 教育委員会佐治町分室 佐治谷ばなし　保存伝承事業

鳥取市指定文化財である佐治谷
話の保存伝承を目的とする。
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138 文化交流課 伝統芸能保存用具整備事業

伝統芸能を保存・伝承、活性化し
ようと地域で保存会を結成し、伝
統芸能活動に取り組んでいる団体
に対して助成を行うことにより、そ
の取り組みを支援する。

保存会3～4団体に対して助成する。 岡益宝山会　麒麟獅子舞備品の整備
（和太鼓皮貼替補修）                        66千円
晩稲町内会　麒麟獅子舞備品の整備
（猩々面修理）                                   57千円
屋住獅子舞保存会　麒麟獅子舞備品の整備
（猩々面・しゃぐま新調、ひょうたん修理）
                                                        168千円
岩戸自治会　麒麟獅子舞備品の整備
（舞手衣装一式、袢纏新調）               242千円
茶屋区麒麟獅子舞保存会　麒麟獅子舞備品の整備（猩々面修理、しゃぐま新
調）              120千円
上国安青年団麒麟獅子舞保存会
麒麟獅子舞備品の整備（衣装の新調) 26千円

A

麒麟獅子舞の保存継承に取り組む団体に対して、計画と
おりに支援を実施。

地域の伝統文化の保存・継承を図るため、引き続き、必要
な支援を行う。

保存会3～4団体に対して助成する。

139 生涯学習・スポーツ課
青年団体育成事業
（青少年伝統芸能等継承活動
支援事業）

地域への誇りと連帯感を深めると
ともに、ふるさとを発展させる主役
となり活躍する人づくりを進める。

第56回しゃんしゃん祭り
日：令和2年8月14日（金）
参加者：鳥取市こども会連合会 12地区 約400人

中止

E

しゃんしゃん祭りが中止になったため 新型コロナ対策を行いながら、継続実施 第57回しゃんしゃん祭り
日：令和3年8月14日（土）
参加者：鳥取市こども会連合会 12地区 約400人

140 用瀬町産業建設課 用瀬町流しびな行事

用瀬に古くから伝わる流しびな行
事を通して、用瀬町地域の文化と
伝統を継承し地域の活性化を図
る。 -

141 青谷町地域振興課
青谷地域にぎわい創出事業
青谷因州和紙産地強化事業

国の伝統的工芸品「因州和紙」の
伝統技術の継承し地域の活性化
を図る

因州和紙産地である日置地区を中心に、手すき和紙製作技術体験セミ
ナーの開催や、各種イベントへのＰＲブース出展、因州和紙フェスタ開催

手すき和紙保存事業
　　楮畑栽培講習　7.4
　　トロロアオイ収穫　11.3
和紙ＰＲ事業
あおや郷土館企画展との企画　10.17～11.23
すくすく保育園との企画を道の駅に展示
　11月、2月、3月

和紙フェスタ開催事業
　　因州和紙フェスタ＆ひおき収穫祭
　　（コロナウイルスのため中止）

C

コロナウイルスのため和紙フェスタを中止とした。 次年度以降も「和紙の里ひおき」の活性化や因州和紙の
ＰＲ、後継者育成を支援するなど事業継続する。

因州和紙産地である日置地区を中心に、手すき和紙保存事業、和紙ＰＲ
事業、和紙フェスタ開催事業を開催し青谷地域のにぎわいを創出する。

（２）文化財への意識高揚に関する学習の推進

担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

142 文化財課
埋蔵文化財体験・活用事業
（こども考古学教室）

市内の小学校に出向き、火起こし
体験、勾玉づくり、古代米栽培等
の体験活動を通して文化財に対
する認識・理解を深めるとともに、
文化財愛護の心を育てる。

市内の小学校に出向き、考古学に関する授業を行い、火起こし体験、勾
玉づくり、古代米栽培等の体験活動を実施する。

市内の小学校31校に出向き、考古学に関する授業を行い、火起こし体
験、勾玉づくり等を行った。青谷小学校を対象に古代米栽培体験活動を
実施した。

B

おおむね計画どおりに事業を進めることができたが、昨年
度と比べて実施した学校数が減少した。

学校や地域の希望に沿った授業内容の検討や学校へ聞
き取り等を行い、ニーズの掘り起こしを行う。

市内の小学校に出向き、考古学に関する授業を行い、火起こし体験、勾
玉づくり、古代米栽培等の体験活動を実施する。

143 文化財課
埋蔵文化財体験・活用事業
（文化財公開事業）

国史跡「梶山古墳」などの文化財
を一般公開することによって、郷土
の歴史・文化への理解を高めなが
ら、文化財愛護精神の高揚を図
る。

国史跡「梶山古墳」の壁画一般公開、国史跡「栃本廃寺跡」の一般公開、
国重要文化財「旧美歎水源地水道施設」の特別公開、国史跡「鳥取城跡
附太閤ケ平」の見学会及びフォーラム等を開催する。

国史跡梶山古墳一般公開実施
開催日：10月2～3日　参加者： 176名
国史跡栃本廃寺跡特別公開実施
開催日：10月2日　参加者： 40名
国重要文化財旧美歎水源地水道施設特別公開実施
開催日：11月15日　参加者： 1,023名

B

おおむね計画通りに進んでおり、美歎水源地の特別公開
については、参加者数が昨年度よりも増加した。

引き続きイベントの内容の充実を図る。 国史跡「梶山古墳」の壁画一般公開、国史跡「栃本廃寺跡」の一般公開、
国重要文化財「旧美歎水源地水道施設」の特別公開、国史跡「鳥取城跡
附太閤ケ平」の見学会及びフォーラム等を開催する。

144 教育委員会佐治町分室
ふるさとの歴史講座
【再掲】

郷土の歴史と文化を学び、郷土理
解と次世代への語り継ぐことを目
的とする。

佐治町の貴重な歴史や文化を守り、後世に残していくため佐治町の歴
史・文化等について講座を年間4回程度開催する。
新規参加者のための入門的な講座の開催。

コロナ禍のため実施できなかった。

E

計画どおりできたなったため、「E]判定とした。 12年を経過し、参加者の固定化が進んでいるため、新た
な参加者を獲得する工夫が必要となってきている。
新規参加者のための入門的な講座の開催も検討する必
要がある。

佐治町の貴重な歴史や文化を守り、後世に残していくため佐治町の歴
史・文化等について講座を年間4回程度開催する。
新規参加者のための入門的な講座の開催。

145 生活環境課 名木・古木観察会費

自然保護及び環境保全の重要性
について再認識していただくため、
春・秋2回市内8か所程度の市指
定保存樹木や優れた自然の観察
を行う。

開催場所：市指定保存樹木など8か所程度
内　　容：秋に市報で参加者（約20名）を募集し、講師による現地説明を
行う。

観察会参加者10名

C

アンケートの結果参加者の満足度は高かったが、参加者
が少なかったため。
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（３）市民が自主的に行う文化芸術活動の支援と施設や環境の整備

担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

146 鹿野町地域振興課 町民音楽祭開催事業

鹿野町民音楽祭実行委員会を組
織して、市民ミュージカルを実施
し、市民の方の文化発表の場の
形成と世代間交流を促進する。

引き続き主催者である鹿野町民音楽祭実行委員会に事業費を助成し、
市民参画による企画・制作・運営を行うことで、人材を育成し、地域の文
化振興とともに地域活性化を図る。（第34回鹿野ふるさとﾐｭｰｼﾞｶﾙの開
催）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため事業中止

E

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため事業中止と
なったため

継続した事業費の助成を行い、市民の文化発表の機会を
支援及び文化活動を通して世代間文化交流を促進し、地
域の活性化を図る。

引き続き主催者である鹿野町民音楽祭実行委員会に事業費を助成し、
市民参画による企画・制作・運営を行うことで、人材を育成し、地域の文
化振興とともに地域活性化を図る。（第35回鹿野ふるさとﾐｭｰｼﾞｶﾙの開
催）

147 文化交流課 市民文化祭開催事業

鳥取市民文化祭は、鳥取市文化
団体協議会加盟団体が日頃の活
動の成果を市内文化施設等で発
表するとともに、芸術文化に触れ
る機会を提供することで市全体の
文化振興を図る。

引き続き主催者である、鳥取市文化団体協議会に事業費を助成し、年間
を通して市民の発表の機会を支援する。
鳥取市文化団体協議会傘下の団体が作品発表のための展示会、演奏
会等の文化行事を市内各所で展開する。

第59回鳥取市民文化祭
●開催日数：54日
●開催行事数：21行事
●入場者数：5,228人 C

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、多くの行事
が中止になり、例年より大幅に開催行事数、入場者数が
減少したため。

市民の文化芸術活動の発表、鑑賞機会として引き続き支
援を行う。

引き続き主催者である、鳥取市文化団体協議会に事業費を助成し、年間
を通して市民の発表の機会を支援する。
鳥取市文化団体協議会傘下の団体が作品発表のための展示会、演奏
会等の文化行事を市内各所で展開する。

148 文化交流課 市民音楽祭開催事業

参加団体の代表者により実行委
員会を組織し、企画から運営まで
全て市民が行う、手づくりの音楽
祭であり、その経費の一部を助成
することにより市民の自主的な活
動を支援する。

引き続き主催者である、鳥取市民音楽祭実行委員会に事業費を助成し、
音楽団体の発表の場を確保し、多くの市民が参加し音楽を楽しむことで、
音楽文化の向上を図る。

新型コロナウイルス感染症による影響の為中止。

E

新型コロナウイルス感染症の影響により、中止したため事
業が達成できなかった。

市民の文化芸術活動の発表、鑑賞機会として引き続き支
援を行う。

引き続き主催者である、鳥取市民音楽祭実行委員会に事業費を助成し、
音楽団体の発表の場を確保し、多くの市民が参加し音楽を楽しむことで、
音楽文化の向上を図る。

149 文化交流課 市民美術展

幅広い市民の創作意欲の啓発と
ともに芸術的に優れた作品の展示
し、市内外に鑑賞の機会を提供す
る。

引き続き、鳥取市民美術展運営委員会に委託し、市民美術展を開催。市
民の創作意欲の向上と発表・鑑賞機会を創出し、文化芸術の振興を図
る。

新型コロナウイルス感染症による影響の為中止。

E

新型コロナウイルス感染症の影響により、中止したため事
業が達成できなかった。

令和3年度は第60回の節目となる年であるため、出品資
格の拡大、特別企画等新たな試みを実施する。

引き続き、鳥取市美術展運営委員会に委託し、鳥取市美術展を開催。市
民の創作意欲の向上と発表・鑑賞機会を創出し、文化芸術の振興を図
る。

（４）文化芸術活動による交流の促進

担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

151 経済・雇用戦略課 あおや和紙工房管理事業

伝統産業の因州和紙のPRと定期
的な展示会やイベントを通して、和
紙の魅力を発信する。

入館者数　24,000人 入館者数　13,480人

D

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、4月11日か
ら5月17日までの休業措置をとらなければならなかったこ
となどが大きく影響し、計画をあまり達成できなかった。
（56.1％）

新型コロナウイルス感染症の拡大の状況を勘案しなが
ら、引き続きあおや和紙工房の指定管理者へ企画展等の
企画運営業務を委託し集客に努めるとともに、因州和紙
の魅力を発信する。

入館者数　23,500人

152 文化交流課 国民文化祭参加事業

文化団体の参加を促進し、芸術文
化を通じた交流を深めるとともに、
文化活動の発表の機会の拡充と
文化意識の一層の高揚を図る。

引き続き、文化団体の参加を促進し、芸術文化を通じた交流を深めるとと
もに、文化活動の発表の機会の拡充と文化意識の一層の高揚を図る。

新型コロナウイルス感染症による影響の為参加なし。

E

新型コロナウイルス感染症の影響により、延期されたため
事業が達成できなかった。

引き続き、文化団体の参加を促進し、芸術文化を通じた交
流を深めるとともに、文化活動の発表の機会の拡充と文
化意識の一層の高揚を図る。

引き続き、文化団体の参加を促進し、芸術文化を通じた交流を深めるとと
もに、文化活動の発表の機会の拡充と文化意識の一層の高揚を図る。

153 文化交流課 芸術の出前講座

地域で活躍している文化活動者が
学校に出向き、子どもたちに文化
の楽しさを伝授する。

引き続き、地域で活躍している文化活動者が学校に出向き、子どもたち
に文化の楽しさを伝授する。

●実施校：若葉台小、富桑小、用瀬小、久松小
●実施期間：令和2年6月～12月
●延べ参加者数：675人（実施回数26回）

A

鳥取市文化団体協議会と連携し、計画的に取り組みを実
施。

次世代の芸術的素養を育む非常に教育効果の高い事業
であるが、事業の積極的な活用を促すために、学校教育
の現状やニーズ等を把握しながら、事業内容等の検討を
行っていく必要がある。

引き続き、地域で活躍している文化活動者が学校に出向き、子どもたち
に文化の楽しさを伝授する。

154 気高町地域振興課 芸術によるまちづくり推進事業

映画により「芸術のまちづくり」を
通して、地域の魅力や交流など活
性化を図ることを目的に支援す
る。

映画制作のワークショップ開催。
気高町を舞台にした作品の制作。
浜村温泉映画祭の開催。

気高町をテーマにしたアニメの制作。
アニメ制作のためのワークショップの開催。
浜村温泉映画祭の開催。

B

昭和５０年の浜村温泉街をモデルにした作品「かげろう」を
制作し、浜村温泉映画祭及び各地区公民館で上映した。

地域住民が、スタッフ協力・出演などの作品制作に、継続
的に協力する機運を高めるとともに、県外アーティストとの
交流を図る。
浜村温泉湯けむり映画塾実行委員会を設立し、主体的に
関わっていただける人を増やす。

気高町を舞台にした連続ドラマの制作。
映画制作のためのワークショップ開催。
気高町ロケ地マップの作成。
浜村温泉映画祭の開催。

（５）その他（上記項目に該当しない事業）

担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

155 文化交流課 青少年文化活動支援事業

青少年が豊かな人間性と多用な
個性を育むために、一流の芸術鑑
賞の機会を提供する。

引き続き、青少年が豊かな人間性と多用な個性を育むために、一流の芸
術鑑賞の機会を提供する。

●芸術鑑賞教室　11/19久松小、11/20宝木小
●青少年劇場巡回公演　9/7倉田小、12/10明徳小、12/16逢坂小
●青少年劇場小公演　10/23用瀬小、国府東小

B

コロナ禍にあっても芸術鑑賞機会の提供に向け、学校等
と着実に調整を行った。

引き続き、青少年が豊かな人間性と多用な個性を育むた
めに、一流の芸術鑑賞の機会を提供する。

青少年に一流の芸術鑑賞の機会を提供するため、学校等との調整を図
る。

事業名・金額（開催期間/場所/入場者数）
●放哉の会500千円（全国公募書道展「放哉を書く」/11/5～8とりぎん文
化会館ほか/入場者数2400人/展示作品数242点他）

●アートスタート活動支援（1件）76千円（9/27「0才～3才児の親子のため
の人形劇「ビーンズ・ドリーム」公演/入場者数58人）
●鳥の演劇祭13開催事業980千円（9/12～9/27鳥の劇場、お茶会ドリー
ム、しかの心ほか/入場者数　2,907人）
●鳥取JAZZ2020　400千円（10/31～11/3ギャラリーそら、ウェブ配信ほ
か/参加者数10,000人(ウェブ視聴者含む）
●因幡和太鼓の祭典　108千円（1/24市民会館、入場者数160人）

D

新型コロナウィルスの影響を受け、予定していた補助事業
の大半が中止となった。

市民が自主的に行う文化芸術活動を支援し、地域に根ざ
した文化芸術の振興を図るため、今後も同水準の支援を
継続。

鳥取市文化芸術事業に関する補助金交付要綱に基づき、文化芸術団体
が実施する文化芸術に関する事業に必要な経費の一部を補助する。
童謡・唱歌100曲マラソン、シルエット劇場、吉備真備杯囲碁大会、鳥の
演劇祭、菊花展、放哉の会ほか

鳥取市文化芸術事業に関する補助金交付要綱に基づき、文化芸術団体
が実施する文化芸術に関する事業に必要な経費の一部を補助する。
　童謡・唱歌100曲マラソン、シルエット劇場、吉備真備杯囲碁大会、鳥の
演劇祭、菊花展、放哉の会ほか

150 文化交流課 文化芸術推進事業費補助金等

市内で活動する芸術文化団体が
芸術文化活動に要する経費の一
部を補助することにより、市民文
化の振興を図るとともに、活力あ
る地域社会の形成に資する。
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７ 生涯学習活動拠点の充実
（１）公民館の施設整備及び機能強化

資料３ 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

157 協働推進課 地区公民館新築事業

地区公民館を新築することにより、現状の課題
を解消し生涯学習及び地域コミュニティの拠点
施設として充実を図ることで、利用者が安全か
つ快適に使用することができる。

なし

-

158 協働推進課 地区公民館耐震補強事業

地区公民館の耐震補強工事を行うことにより、
地震時における利用者の安全を確保する。

なし

-

159 協働推進課 地区公民館改修事業

地区公民館施設の改善を図ることで、地域住民
が気軽に集い、生涯学習事業やコミュニティ活
動が円滑に実施できる環境を整える。

・あおば地区公民館外部改修工事
・美穂地区公民館外壁他改修工事
・旧小鷲河地区公民館解体工事
・宮下地区公民館外壁等改修実施設計業務
・明治地区公民館外壁等改修実施設計業務
・谷地区公民館空調改修実施設計業務
・旧成器地区公民館解体実施設計業務

明治地区公民館外壁等改修については、設計費から修繕費に組替えて
実施した。また、旧成器地区公民館解体については、駐車場整備の設計
を追加した。その他は、計画どおり実施した。

A

概ね計画どおり事業完了できたため なし ・宮下地区公民館外壁等改修工事
・谷地区公民館空調設備改修（第１期）工事
・修立地区公民館外壁等修繕
・散岐地区公民館外壁等修繕

（２）学校教育施設の開放

担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

160 生涯学習・スポーツ課 学校体育施設開放事業

学校教育施設を、地域の生涯学習の拠点施設のひ
とつとして捉え、地域で行われるスポーツ活動など
の機会拡充を図る。

市民の生涯スポーツの場として、学校体育施設（小学校・義務教育学校
全校、中学校2校）を開放

市民の生涯スポーツの場として、学校体育施設（小学校・義務教育学校
全校、中学校2校）を開放

A

学校の休業日を中心に、児童等のスポーツ活動に貢献し
たため。

施設利用の利便性向上のため、ネット環境による予約シ
ステムを導入し、より多くの市民に学校施設開放を活用し
ていただく環境を整える。

市民の生涯スポーツの場として、学校体育施設（小学校・義務教育学校
全校、中学校）を約60施設の開放

（３）図書館の整備及び管理運営

担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

161 市立中央図書館
図書館情報管理システム処理
事業

中央図書館、用瀬図書館、気高図書館の市立
図書館3館と国府・福部・河原・佐治・鹿野・青谷
の各図書室6室、市立病院図書室の蔵書データ
及び利用データを一元化し、電算システムによ
る一体的な情報管理を図る。

引き続き、自動貸出機や自動返却機の利用、図書の予約や貸出期間の
延長などセルフ利用の更なる促進を図ることで、貸出業務での人的な省
力化を図る一方、資料相談や資料案内等の利用者サービスの一層の充
実を図る。
指標：セルフ利用率　53％

中央・用瀬・気高の市立図書館3館と国府・福部・河原・佐治・鹿野・青谷
の各図書室6室、市立病院図書室の蔵書データ及び利用データを一元化
し、電算システムによる一体的な情報管理を図った。
指標：中央図書館でのセルフ利用率　50.7％（達成率95.7％） A

新型コロナウイルス感染症対策とあわせて、利用者の自
動貸出機への誘導する表示を行うことにより、利用者が
職員に使用方法を尋ねやすく、利用しやすくなった。セル
フ利用率は昨年度より1.0ポイント向上したが、達成率は
1.8ポイント減少した。

今後も新規利用者等への広報等を工夫するとともに、未
利用者への積極的な声掛けを行い、セルフ利用の促進に
努め、資料相談や資料案内等のサービスの充実に繋げ
る。

引き続き、自動貸出機や自動返却機の利用、図書の予約や貸出期間の
延長などセルフ利用の更なる促進を図ることで、貸出業務での人的な省
力化を図る一方、資料相談や資料案内等の利用者サービスの一層の充
実を図る。
指標：セルフ利用率　53％

（４）生涯学習拠点の適切な管理運営

担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画

162 男女共同参画課
鳥取市男女共同参画センター
「輝なんせ鳥取」

学習や交流、情報交換など男女共同参画社会
の実現をめざした活動拠点。

各種講座の開催
男女共同参画に関する図書・情報の収集、提供
男女共同参画団体の活動支援

図書貸出数：623人（1,198冊）
購入図書：　43冊

A

より幅広い分野にわたる図書を増やし、利用者への啓発
に努める。またDVDについては、利用ニーズが無いため
収集・貸し出しを廃止。

より幅広い分野にわたる図書の充実に努め、活用してもら
うことで男女平等意識の醸成を図る。

男女共同参画に関する図書の収集・貸出を実施。

163 文化財課 鳥取市歴史博物館

鳥取の歴史や文化の学習拠点となるとともに広
く県内外の情報発信をしていくことを目的として
設置した施設

常設展示、特別展・企画展・ロビー展の開催
体験イベント等の開催
講座等の開設

常設展示、共催展「鳥取県埋蔵文化財センターの名品」、「とっとりのお宝
おひろめ～鳥取県指定文化財新規指定記念展～」ほか、講座「おうちだ
にアカデミー」、「おうちだにワークショップ」ほか、体験イベント「歴史ツ
アー」ほか。
令和2年度入館者数：11,605人

B

新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う休館期間や県外
への移動自粛などのため、入館者は減少したが、各種展
示開催事業、教育普及啓発事業等について、おおむね計
画通りの事業運営を行ったため。

引き続き、各種展示開催事業、教育普及啓発事業等の内
容の充実を図る。

常設展示、特別展・企画展・ロビー展の開催
体験イベント等の開催
講座等の開設

164 文化財課 仁風閣及び宝扇庵

国重要文化財「仁風閣」の保存と、文化財に触
れる機会を提供し、文化財保護精神の高揚に努
める。

常設展示、企画展等の開催
コンサート、鳥取城講座、フォトコンテスト等の開催

常設展示、企画展「明治を駆け抜けた偉人綾木長之助展」ほか、巡回展
「第13回池田家墓所写真コンクール作品展」、「仁風閣コンサート2020」、
講座「因幡国一宮と麒麟獅子」など、「馬で文化遺産を巡る乗馬体験」、
「日本遺産認定　因幡・但馬地方に伝わる伝統文化　麒麟獅子舞」ほか。
令和2年度入館者数：21,994人

B

新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う休館期間や県外
への移動自粛などのため、入館者は減少したが、各種展
示開催事業、教育普及啓発事業等について、おおむね計
画通りの事業運営を行ったため。

引き続き、各種展示開催事業、教育普及啓発事業等の内
容の充実を図る。

常設展示、企画展等の開催
コンサート、鳥取城講座、フォトコンテスト等の開催

165 文化財課 鳥取市因幡万葉歴史館

「万葉文化」をコンセプトに、地域文化と観光振
興を図ることを目的として設置した施設。

常設展示、特別展・企画展・ロビー展の開催
体験イベント等の開催
講座等の開設

常設展示、展覧会「狛犬あれこれ」、「入江泰吉写真展」、共催展「麒麟獅
子舞展」ほか、巡回展「第13回池田家墓所写真コンクール作品展」ほか、
市民ギャラリー、イベント「雅楽・舞楽の宴」など、体験講座「万葉集講座」
ほか
令和2年度入館者数：14,046人

B

新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う休館期間や県外
への移動自粛などのため、入館者は減少したが、各種展
示開催事業、教育普及啓発事業等について、おおむね計
画通りの事業運営を行ったため。

引き続き、各種展示開催事業、教育普及啓発事業等の内
容の充実を図る。

常設展示、特別展・企画展・ロビー展の開催
体験イベント等の開催
講座等の開設

166 文化財課 鳥取市青谷上寺地遺跡展示館

国史跡青谷上寺地遺跡を紹介すると共に体験
学習・情報発信の拠点となることを目的に設置
した施設。

常設展示、ロビー展の開催
体験イベント・講演会等の開催

常設展示、ロビー展「2019青谷上寺地遺跡発掘調査速報展」「上寺地の
漁業　達人のワザ」ほか、「体験イベント　春夏秋冬」ほか、体験学習「ミ
ニ土器づくり」ほか
令和2年度入館者数：5,215人 B

新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う休館期間や県外
への移動自粛などのため、入館者は減少したが、各種展
示開催事業、教育普及啓発事業等について、おおむね計
画通りの事業運営を行ったため。

引き続き、各種展示開催事業、教育普及啓発事業等の内
容の充実を図る。

常設展示、ロビー展の開催
体験イベント・講演会等の開催

167 文化財課 鳥取市あおや郷土館

青谷町を中心とした郷土の歴史や文化を学び、
市内外の文化活動の成果に接し観賞できる場と
して設置した施設。

常設展示、企画展・ロビー展の開催
体験イベント等の開催

常設展示、企画展「令和二年青谷場所因州・鳥取の角力取」ほか、共催
展「第12回青谷高校授業作品展」ほか、体験イベント「ジェルキャンドルで
青谷の海を作ろう！」ほか
令和2年度度入館者数：8,457人

B

新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う休館期間や県外
への移動自粛などのため、入館者は減少したが、各種展
示開催事業、教育普及啓発事業等について、おおむね計
画通りの事業運営を行ったため。

引き続き、各種展示開催事業、教育普及啓発事業等の内
容の充実を図る。

常設展示、企画展・ロビー展の開催
体験イベント等の開催

156

未定未定

A

・気高町コミュニティセンター機械室ポンプ修繕
・小鷲河コミュニティセンター　貯水槽ボールタップ取替工事
・佐治町コミュニティセンターガス漏れ修繕及び西佐治会館カーテン修繕
・佐治町コミュニティセンター消火ポンプユニット、非常用照明修繕
・河原町コミュニティセンター　２Ｆベランダ修繕
・鹿野町コミュニティセンター　樋修繕

生涯学習・スポーツ課 コミュニティセンター施設整備

地域のコミュニティセンターを整備することによ
り、利用者の安全と快適な学習環境を確保し、
地域の特性を生かした生涯学習の推進を図る。
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168 さじアストロパーク 星の観察会

天文の専門職員の解説による103cm大型望遠
鏡を活用した天体観察会をおこない、宇宙を感
じて楽しみ興味を持ってもらう。

①天体観察会（103cm大型望遠鏡を使った星の観察会、雨天曇天時は
天体説明会を実施）
②星空解説（佐治天文台前広場での星空や星座の解説）

実施回数(①の夜と②の合計)　146 回
延参加者数　　　　　　　　　1303人
①の昼：昼の星実施回数　　　105回
参加者数740人

A

新型コロナウイルス感染拡大の影響で5月25日までは観
察会を中止した。5月26日からは予約制での観望会とし
た。実施回数は下回ったが、コロナ対策として電視観望シ
ステムを導入し、安全安心な事業実施と魅力アップを実現
できた。

コロナ対策を実施していることをＰＲし集客増を目指す。電
視観望を使用しインターネットでの配信も計画する。

①天体観察会（103cm大型望遠鏡を使った星の観察会、雨天曇天時は
天体説明会を実施。電視観望システムを積極的に活用する）
②星空解説（佐治天文台前広場での星空や星座の解説）

169 さじアストロパーク プラネタリウム

天文の専門職員が直接宇宙を語ることにより、
宇宙の不思議や神秘を感じてもらい、自然科学
に興味を持ってもらう。

①専門職員による星・星座・最新の宇宙科学情報の話と解説
②作品（テーマ番組）の上映

実施回数　　　490回
延参加者数　　3465人

A

専門職員の星空解説には定評があり、適切と判断した。 さらなる利用増をのため、学校、保育園、公民館等にも周
知を行う。

①専門職員による星・星座・最新の宇宙科学情報の話と解説
②作品（テーマ番組）の上映

170 さじアストロパーク 館内展示

103cm大型望遠鏡がとらえた宇宙の姿を中心と
した展示をおこない、宇宙に興味を持ってもら
う。

①常設及び期間展示
②体験展示
③クイズラリー

展示の延観覧者数　　　　　　8733 人
クイズラリーの延参加者数　　1012人

A

職員の工夫を凝らした期間展示を行うなど適切と判断し
た。

市民の興味関心のある展示になるように努める。 ①常設及び期間展示
②体験展示
③クイズラリー

171 さじアストロパーク 宇宙ふしぎ探検

特別な天文現象等をテーマとした観察会を実施
し、宇宙の不思議を感じてもらい星に興味を持っ
てもらう。

月の観察会、惑星の観察会
流れ星の観察会、星座の観察会ほか

専門職員の解説付きのテーマを決めた観察会を実施
実施回数 　　10回
延参加人数　171人

A

厳しいコロナ対策の中でできる方法を検討し、予約制と分
散化をおこなうことにより、宇宙のふしぎを体験する機会
を提供できたと判断した。

注目を集める天体や、天文現象を見ていただける内容に
努める。

月の観察会、惑星の観察会
流れ星の観察会、星座の観察会ほか

172 さじアストロパーク 星景写真コンテスト

特色ある写真コンテストの実施により、星や宇宙
への興味関心を持ってもらう。

星と風景がいっしょに写った写真コンテスト
星の写真撮影講座の開催

応募者数　    46人
応募点数　    104作品

A

全国から多くの作品が寄せられた。 周知方法の見直しを行い、多くの方に注目していただける
よう努める。

星と風景がいっしょに写った写真コンテスト
星の写真撮影講座の開催

173 生涯学習・スポーツ課 サイクリングターミナル砂丘の家

青少年や家族連れが安全・快適、経済的にサイ
クリングを楽しむことによって、青少年の健全育
成、体力増進を図る。

-

174 生涯学習・スポーツ課 勤労青少年ホーム

勤労青少年の保護並びに福祉の増進に努め、
健全な育成を図る。

（一財）鳥取市教育福祉振興会へ指定管理委託を行う。（指定管理機関
平成31年4月1日から令和3年3月31日まで）
自主事業として各種講座やイベントを開設

ホーム利用者数：4,788人
自主事業実施状況
・主催講座を173講座開講し、延1,463人参加
・「キャリア・コンサルティング事業」
　今年度応募を行ったが申込なしのため中止
・支援事業を5回開催

A

概ね計画通りの管理運営を行っており、勤労青少年の保
護並びに福祉の増進に努め、健全な育成を図られたと考
えるため。

施設の廃止に伴い事業廃止

175 生涯学習・スポーツ課 鳥取市文化センター

鳥取市の文化芸術・社会教育の拠点施設であ
る文化センターを適切に管理運営することによ
り、生涯学習活動の推進を図る。

（一財）鳥取市教育福祉振興会へ指定管理委託を行う。（指定管理期間
平成31年4月1日から令和6年3月31日まで）

文化ホール利用者数：6,963人
ホール他（会議室等）利用者数：23,330人
自主事業実施状況
・文化センター　4事業　参加者数：722人
・文化ホール　4事業　参加者数：371人
　事業の一部は無観客で実施し動画配信を実施
・こども科学館
　ワークショップ、企画事業等　参加者数：586人
・第45回鳥取こどもまつり 新型コロナ完成拡大防止のため中止

A

コロナ禍による利用者数の減少に加え文化センター3空調
改修に伴う騒音対策等の対応として会議室や文化ホール
等の利用を中止したため、利用者数が前年度よりも大幅
に減少してはいるが、感染対策を確保しつつ生涯学習活
動の推進が図られたと考える。また、事業を動画配信する
ことにより家庭内等での学びの場を提供できたと考える。

継続実施 （一財）鳥取市教育福祉振興会へ指定管理委託を行う。（指定管理期間
平成31年4月1日から令和6年3月31日まで）

176 文化交流課 鳥取市民会館

鳥取市の文化芸術の拠点として適切に管理・運
営し、市民の文化芸術振興を図る。

引き続き、鳥取市の文化芸術の拠点として適切に管理・運営し、市民の
文化芸術振興を図る。

●指定管理者：（一財）鳥取市教育福祉振興会
●指定管理料：42,330千円（コロナウィルス感染症による影響を受けた施
設への補填1,060千円を含む）
●施設利用者数：36,456人 C

新型コロナウィルスの影響により各種企画事業等を変更
し、十分に感染対策を講じることのできる事業のみを実施
した。新型コロナウィルスの影響により休業期間があり、
加えて事業が中止となったものもあるが利用者数の目標
数6万人に対し60％以上は維持されたため。

新型コロナウィルスに対応しながら鳥取市の文化芸術の
拠点として適切に管理・運営するとともに、館内イベントや
アウトリーチ事業を積極的に実施し、文化芸術の振興を
図る。

引き続き、鳥取市の文化芸術の拠点として適切に管理・運営し、市民の
文化芸術振興を図る。

177 文化交流課
鳥取童謡おもちゃ館（わらべ
館）

おもちゃを通じて、大人から子どもまで世代を越
えた交流と未来を担う子どもたちの創造の場を
提供することにより、地域文化の振興に資する。

引き続き、おもちゃを通じて、大人から子どもまで世代を越えた交流と未
来を担う子どもたちの創造の場を提供することにより、地域文化の振興に
資する。

●指定管理者：（公財）鳥取童謡・おもちゃ館
●指定管理料：76,332千円
●施設利用者数：48,395人 D

新型コロナウィルスの影響により各種企画事業等を変更
し、十分に感染対策を講じることのできる事業のみを実施
したが利用者の目標数12万人に対し実際の利用者が5万
人以下となり大幅な減少となったため。

新型コロナウィルスに対応しながら、おもちゃに関連する
各種企画事業等を実施するなど、大人から子どもまで世
代を越えた交流と未来を担う子どもたちの創造の場を提
供する。

引き続き、おもちゃを通じて、大人から子どもまで世代を越えた交流と未
来を担う子どもたちの創造の場を提供することにより、地域文化の振興に
資する。

178 文化交流課 城下町とっとり交流館（高砂屋）

貴重な歴史的建造物としての価値を後世に引き
継ぎ、文化活動やまちづくり、交流の拠点として
地域文化の活性化を図る。

引き続き、貴重な歴史的建造物としての価値を後世に引き継ぎ、文化活
動やまちづくり、交流の拠点として地域文化の活性化を図る。

●指定管理者：（公財）鳥取市文化財団
●指定管理料：9,446千円（コロナウィルス感染症による影響を受けた施
設への補填1,279千円を含む）
●施設利用者数：5,714人

E

新型コロナウィルスの影響により各種企画事業等を変更
し、十分に感染対策を講じることのできる事業のみを実施
したが利用者の目標数2万人に対し実際の利用者が30％
未満となり大幅な減少となったため。

新型コロナウィルスに対応しながら、貴重な歴史的建造物
としての価値を後世に引き継ぎ、文化活動やまちづくり、
交流の拠点として諸事業に取り組む。

引き続き、貴重な歴史的建造物としての価値を後世に引き継ぎ、文化活
動やまちづくり、交流の拠点として地域文化の活性化を図る。

（５）その他（上記項目に該当しない事業）

担当課 事業名 事業目的 令和２年度事業計画 令和２年度事業実績 達成度 達成度の判定理由 今後の見直し方針 令和３年度事業計画
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資料４の説明 

資料４は、 少年社会教育施設であるサイクリングターミナル砂丘の家の在り にいて
影響のある、 取砂丘 側エリアでの滞在型観光施設の整備に係る、サウンディング型市場
調査の内容及び結果を報告します。 

 当課所管で、 年利 されていた 少年社会教育施設であるサイクリングターミナル砂
丘の家は、Ｒ2.4 鳥取砂丘未来会議からの 取砂丘の滞在環境等の上質化に関し 間活 の
導入による新たな機能整備と一体的運営についての提言がありました。これらを受け本市
では「 取砂丘 側整備構想推進庁内検討会議」が設 され、砂丘 側開発を進めるにあた
り、サイクリングターミナル砂丘の家はアクティビティの拠点施設として整備する方向で
検討されています。検討の中では、小学校の宿泊・体験学習や社会教育施設としての機能の
担保が課題となっています。鳥取砂丘未来会議では、行政だけでなく 間事業者との対話を
通じてアイデアやサービスの市場性把握し整備事業者を公募するときに、 間事業者の
方々が参入しやすい公募条件になるよう、サウンディング型市場調査を実施しました。 

 サウンディング型市場調査とは、事業に対して 政が 間企業と対話をすることで 間
企業の動向や市場価値の把握などを通して、情報収集を行うことを言います。 

 サイクリングターミナル砂丘の家は、 少年に安全で快適、かつ経済的に 転 旅 を楽
しむことを目的に財団法人自転車道路協会が日本自転車振興会から補助を受け、鳥取市浜
坂に建設。その後、平成１１年度に鳥取市が無償譲渡を受け、本市直営で施設管理をしてい
ます。 
 現在市内小学校の約３割が利用し、社会教育団体やスポーツ団体などにも利用され、地域
学習や体験・スポーツ活動の拠点となっています。 

 サウンディング型市場調査を通して、施設整備面では、サイクリングターミナル砂丘の家
の扱いや柳茶屋キャンプ場とこどもの国のキャンプ場の一体利用など、ソフト事業面では、
 営化後の学校利 についてのほか柳茶屋キャンプ場の無料キャンプ場としての扱いなど
様々検討事項があります。 

社会教育委員の皆様には、サイクリングターミナル砂丘の家利用に代わる、小学校の宿
泊・体験学習など、代替施策が必要となりますので、ご意見をいただきたいと思っています。 





鳥取砂丘西側エリアでの滞在型観光施設の整備に関するサウンディング型

市場調査結果の公表について 

日本有数の観光地「鳥取砂丘」の西側エリアでは、昭和５０年代に整備された公共施設が更新時期

を迎えています。本市では、これらの施設を活用し滞在環境を上質化するよう検討していますが、こ

の検討を行政内部のみで決定するのではなく、民間事業者の皆様との対話のなかでアイデアやサービ

スの市場性を把握し、整備事業者を公募する際には、民間事業者の皆様が参入しやすい公募条件とな

るよう、サウンディング型市場調査が実施されました。 

対 象 施 設   サイクリングターミナル、柳茶屋キャンプ場、こどもの国キャンプ場 

実 施 期 間   令和３年５月１８日 ～ 令和３年５月２８日 ※対話実施期間 

参加団体数   １１団体 （県内５、県外６） 

調 査 項 目  （1）対象施設の利活用の可能性 （2）施設整備・運営手法（事業スキームや事業範囲）、

運営期間など （3）利活用の可能性を高めるための重要な視点や課題、資金計画な

ど （4）周辺施設等との連携の可能性(リゾートホテル、ビジターセンター西側施設

（仮称）・休憩舎、砂丘東側施設等) （5）子どもたちの宿泊・自然体験活動や地域

学習などの場としての可能性 （6）滞在型観光施設としての新たな可能性 （7）自

然環境への配慮、地域貢献の考え方 （8）行政支援等の要望 

活 用 案   【主な活用案】 キャンプ・グランピング、青少年の宿泊、砂丘に関する学習、アウ

トドアアクティビティの拠点、サイクリングの拠点 など 

【特長的なもの】 星空観察（宇宙体験）、自然環境保護（SDGs）活動、こどもの国等

周辺施設との連携 など 

検 討 事 項   【施設整備関係】（1）サイクリングターミナルの扱い （2）両キャンプ場の一体利用

を図るための整備 （3）ビジターセンター西側施設（仮称）・休憩

舎へのアクセス改善 （4）境界整備、こどもの国キャンプ場への進

入路整備 など 

               【ソフト事業関係】（1）民営化後の学校利用の扱い （2）柳茶屋キャンプ場の無料キャ

ンプ場としての扱い など 

公 募 方 針     上記の活用案及び検討事項を踏まえ、今後、公募方針を策定 

スケジュール    令和３年度中  公募型プロポーザルの実施 （予定） 

        令和４年度中  事業着手 （予定） 

公 表 方 法   概要を本市公式ホームページに掲載 

7 月定例教育委員会資料 

年月日 令和３年７月２７日 

担当課 生涯学習・スポーツ課

資料４ 













〇サイクリングターミナル周辺施設位置図 

     サイクリングターミナル        こどものくにキャンプ場 

     柳茶屋キャンプ場            〃 現在の進入路 

      〃（実際の利用範囲） 

③ 

②－２
②－１ 

民有地 
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資料５は、鳥取市協働推進課で進めています協

働のまちづくりについての取り組み経過の資料に
なります。本取り組みの考え方、地域組織あり方
検討や現在実施している制度のことなどを記載し
ています。

本資料については、次回の社会教育委員会議で
ご意見等あれば幸いです。

資料５

協働のまちづくり（取り組みの経過）について

協働のまちづくり

令和３年度
鳥取市 市民生活部 協働推進課

（取り組みの経過）

2
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取り組みの背景

まちづくりへの
住民意識の高まり

個人対応の限界

多様な担い手
による協働が
必要

地方分権の流れ

行政対応の限界

過疎化 少子
高齢化

防災 防犯

環境
問題

空き家
対策

交通手段
確保

賑わい
創出

つながり
希薄さ

青少年
育成

複雑化・多様化する地域社会の課題

3

協働によるまちづくり

⇒地域の住民・各種団体等が一体となった
まちづくり協議会の設置

⇒平成２０年 鳥取市自治基本条例の施行
「市民が主役の協働のまちづくり」 が一層推進

〔平成２０年度 協働のまちづくり元年〕

多様な地域社会の課題

少子高齢化、過疎化の進行

防災・防犯、 環境問題等

地域行政

地方分権
自治体の自立

地域の自立
地域の特色

協働

4

協働とは、同じ目的を達成するために「いっしょにやりましょう」ということ。
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まちづくり協議会の活動拠点として
地区公民館等を活用

社会資本としての
地区公民館の活用

コミュニティ

による

まちづくり

生涯学習

による

まちづくり

地区

公民館

教育委員会
（社会教育法に基づく）

市長部局
（自治基本条例に基づく）

地域自らが特色を持った地域づくりを行い、
地域コミュニティの再生を図る 5

（１）地域の現状や課題の話し合い

（２）将来の地域づくりや課題解決に向けた取組の検討

（３）地域の身近な課題解決に向けた事業の実施

（４）事業の評価と次年度の取組への反映

●「まちづくり協議会」の設置状況

１ 「まちづくり協議会」の設立状況
・６１地区全地区で設立済

２ 地域コミュニティ計画作成状況
・６１地区全地区で作成済

まちづくり協議会の主な取組

6
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１ 地域運営組織支援事業

①まちづくり協議会事務局への運営助成（上限５万円）

②まちづくり協議会がコミュニティ計画に沿って行う事業への助成（上限４０万円）

③協働のまちづくり特別支援事業（上限８０万円、２との選択性）

④協働による芝生化推進事業（上限４０万円）

⇒令和元年度から一括交付金制度を構築 後述

２ まちづくり協議会事務局（地区公民館）

・標準的な職員体制（館長含め３名）に加えて、職員１名配置

３ 地域アドバイザー派遣事業
・コミュニティ計画に沿った地域活動を支援するため、専門知識を有する人材を派遣

まちづくり協議会への支援（財政支援・人的支援）

7

取り組みから１０年

社会教育行政の方向性
・地域との連携、協働の推進
（文科省） ※後述

地域コミュニティが、地域の課題や特性に応じ、

活動資金の確保や拠点施設の運営に一定の裁量を持ち、
主体的な取り組みを展開すること

急
速
な
社
会
情
勢

の
変
化

鳥取市の財政見通し
・地方交付税の減少
・社会保障費の増加

ますます大切で、
必要に

人口減少、少子高齢化
・単身、高齢者世帯の増加
（人口の推移）
平成17年：201,740人
平成22年：197,449人
平成52年：166,000人（目標）

地域コミュニティの弱まり
・担い手の不足（高齢化）
・町内会加入率の低下
（町内会加入率の推移）
平成20年：72.4％
平成29年：65.9％

8
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地域組織のあり方や支援策の検討（H29～）

（１）実態・課題の調査（まちづくり協議会・地区公民館への
アンケート調査）

（２）アンケート調査・意見交換等で見えてきた課題（抜粋）

①地域における組織・団体の維持
⇒役員の高齢化、地域内人口の減少

②地域内の組織のあり方
⇒類似の事業・役割を持つ組織の整理

③財源（予算）のあり方
⇒財源不足、財源の使途が限定（柔軟性を)

≪課題≫
①役員の確保
②組織体制見直し

事業の棚卸し
③補助制度の見直し

⇒ まちづくり協議会と公民館運営委員会の組織の一体化
まちづくり協議会と地区公民館に関連する補助金等の一括交付

（３）令和元年度から試行的に組織と補助金等を一元化
（制度導入を希望する３地区で実施）

各地域の実情に
沿った仕組みは？

地域が実情に
合わせて選択

一律の仕組みで
いいのか？

9

地区公民館の取組（生涯学習の拠点）

公民館運営委員会…公民館事業の円滑な運営を図る
地域住民の意向を適切に反映する

鳥取市公民館条例施行規則
第4条 公民館事業の円滑な運営を図るため、地区公民館に運営委員会を置く。
3 館長が認める場合は、対象地区における公民館事業に対し、地域住民の意向を適切に
反映することのできる組織をもって第1項の運営委員会に充てることができる。

○○講座●●祭

△△教室 ××体験

サークル
活動

町内会
活動

まちづくり協議会

生涯学習委託事業
①子どもと大人の交流 ②特色ある公民館活動
③地域の仲間づくり ④人権啓発推進

貸館事業
町内会・サークル等の活動の場

公民館職員が事務局機能を担い、まちづくり協議会の活動をサポート
※事業主体：まちづくり協議会
※公民館運営委員会のメンバーが、まちづくり協議会の一員となる場合が多い

組織体制の見直し
⇒機能集約（まち協が
公民館運営委の役割）

公民館運営委とまちづくり協議会の機能一体化

10
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目的：地域コミュニティの将来像やあり方を共有し、その実現のために
「学びの成果を生かした住民主体の地域づくり」を実践する地域
組織を支援する。

まちづくり協議会と地区公民館に関連する補助金等の一括交付

≪生涯学習事業≫ 484,000円
・公民館主催事業（委託事業）
→仕様書に沿って全市が共通の
テーマで事業を実施

≪まちづくり協議会の事業≫
400,000円（補助金）
・地域コミュニティの充実・強化に
つながる事業（地域課題の解決）
・補助率4/5（地元負担1/5）

≪まちづくり協議会の運営≫
50,000円（補助金）
・組織運営に必要な事業
・補助率10/10

≪公民館の運営≫ 約80,000円
・消耗品費、印刷製本費、
通信運搬費のみ
・市が支払い事務

まちづくり
一括交付金

※現行予算を合算
※補助率10/10

・より各地域の実情に
あった事業展開

・社会教育（学び）と
まちづくりの融合

・活動資金を一本化し
効率的な事業展開

・地域の各種団体や
公民館等が行って
きた類似事業の整理

・公民館事務の簡素化

期待する効果

補助制度の見直し

11

生涯学習とまちづくりの関係（生涯学習の担保は？）

【学びの場】 【学びを生かした活動】

地域の
魅力発見
（講座）

地域イベントで
山菜料理販売

地区内の
散策

山菜取り 料理教室

【めざすまち】 【公民館での学び】 【学びを生かした活動】

料理教室

防災に強い
まち

防災訓練で炊き出し実践
（自主防災会、食育推進員…）

救助体験
運動会でタンカを用いた

リレー競技
（防災会、体育会、子ども会…）

●まちづくりの目標をふまえた事業展開（イメージ）

防災の
勉強会

防災マップの作成
マップを用いた避難訓練

12
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試行的な取組の評価（ヒアリング）

ヒアリング結果の概要

≪良かった点≫
・組織の一体化により地域の一体感が生まれ、計画から実施まで地域
住民が関わる機会が増えた。
・生涯学習から地域活性化への展開など大きな視野で考えられるように
なった。（学びと活動を一体で考える）
・事業資金が一本化されたことで動きやすくなった。
・公民館の事務が効率化された。
・一部であるが事業や組織を整理することができた。

試行期間を経た評価など

○一括交付金制度による組織の一体化と事業資金の一本化が、
住民主体のまちづくりの推進に一定程度、寄与する。

○地域からは柔軟な運用ができる仕組みづくりが求められている。

〇市民自治推進委員会（住民自治に関する市長の附属機関）から全市一律の
制度とするのではなく、それぞれの地域に合った
やり方を選択できる制度設計が必要と意見。 ⇒令和３年度以降も継続

新たに４地区が制度活用

13

これからの公民館に求められる機能

国（文部科学省）中央教育審議会答申

★今後の公民館に求められる役割

⇒地域の学習拠点としての役割に加え、
今後の地域コミュニティの維持と持続的な
発展を推進するセンター的役割、
地域の防災拠点

持続可能な地域づくりを進めるうえで、
今後も維持する地域拠点として求められる
施設（公民館）の機能を強化 （社会教育と地域づくりの融合）

多機能化
14
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参考として・・・公共施設全般の方向性

国・市町村で既存施設を最大限に有効活用する流れ！

公民館・福祉施設・子育て支援移設等の複合施設
として、地域のコミュニティ活動の拠点施設に

≪他自治体の例≫
○小学校の空き教室を
デイサービスセンターとして活用
⇒空きスペース活用＆多世代交流

○小学校の家庭科室と
公民館の調理実習室を共同利用
⇒稼働率向上＆多世代交流

15

これまでの公民館（生涯学習の拠点）

生涯学習とまちづくりの関係性

△△教室

××体験

サークル
活動

町内会
活動

今後、求められる公民館
（生涯学習の拠点

＋地域活動を支援する地域づくりの拠点）

⇒“学びの成果を生かした住民主体の地域づくり”の拠点
（＋防災拠点、地域福祉の拠点…）

全国的な動き

今後の公民館職員に求められる能力

住民が取り組む生涯学習・地域活動を幅広く支援し、
地域づくりをコーディネートする能力

16
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指定管理者制度を活用する地区について

佐治地区で公共施設（拠点施設）の管理運営をしていきたい！という意向を受け、
令和３年度から指定管理者制度導入し、地域組織が施設を管理・運営

≪期待する効果≫
・地域の実態や課題解決、地域づくりの視点をふまえた主体的で自立性のある
運営、コミュニティ活動の拠点となる施設の実現
（地区公民館の生涯学習は引き継ぐ）

・地域組織による柔軟でより効果的な施設活用・運営による住民福祉の向上

≪対象施設≫
・佐治町コミュニティセンター
（佐治地区公民館との複合施設）

・指定管理期間：３年間
・候補事業者：ＮＰＯ法人さじ未来

★ポイント１
全ての地区公民館に指定管理者制度を導入する方針ではない。
地域の意向により実現。

コミュニティ
センターが

公民館機能を担う
（直営でも可能）

地域（民間）が
運営主体となる
指定管理者制度

★ポイント２
制度・仕組みを混同しない。

17



資料６の説明 

 鳥取県社会教育委員連絡協議会より、例年開催されております「第６３回全国社会

教育研究大会 石川大会」及び、「第４３回中国・四国地区社会教育研究大会愛媛大

会」の、社会教育関係者の皆様への周知依頼が届いておりますので、お知らせしま

す。 

 どちらの大会につきましても、当課からの交通費等を支給することはできませんが、

委員の皆様の日々の社会教育活動に役立つものが得られる良い機会かと思います。所属

団体等でご参加が可能でしたら、ぜひご検討いただければと思います。 

なお、参加を希望される場合の申込につきましては、所属団体等を通じて、直接大会

事務局のほうへ行っていただきますようお願いします。 
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